
題
字
の
「
や
ま
が
」
は
、

わ
た
し
が
書
き
ま
し
た
。

　
　

小
山　

祐ゆ

か夏
さ
ん

　
　
　
　
（
岩
野
小
６
年
）

広
報
広
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１

　鹿北町の木遊館で、岩野小学校３年生がミニ
門松の制作体験をしました。

12 月９日撮影
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
２
期
目
の
市

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
た
な
決
意
で
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠

意
、
市
政
の
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
経
済
は
か
つ
て
な
い
急
速
か
つ

大
幅
な
落
ち
込
み
を
経
験
し
、
そ
の
後
米
国
経

済
の
持
ち
直
し
を
背
景
に
緩
や
か
な
回
復
兆
し

を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
民
主
党

が
圧
勝
し
て
、
16
年
ぶ
り
に
非
自
民
勢
力
に
よ

る
政
権
交
代
が
実
現
し
連
立
に
よ
る
鳩
山
政
権

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

政
治
主
導
に
よ
る
政
策
決
定
を
目
指
し
、「
政

権
交
代
」
を
印
象
づ
け
る
政
策
が
動
き
出
し
ま

し
た
が
、
日
本
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
が
根

強
い
中
、
雇
用
や
景
気
対
策
に
対
す
る
国
民
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
山
鹿
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化
を
推
進
し
つ
つ
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
政
運
営
に

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ま
さ
に
チ
ェ
ン
ジ
の
年
。
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
で
は
、
第
44
代
大
統
領
に
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
氏
が
就
任
。
国
内
で
は
、
戦
後
初
の
本

格
的
な
政
権
交
代
な
ど
、
国
内
外
の
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
大
き
く
舵
が
切
ら
れ
た
年
で
し
た
。

市
議
会
に
と
り
ま
し
て
も
、
年
明
け
早
々
に
任

期
満
了
に
伴
う
２
期
目
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
改
選
後

初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
臨
時
議
会
で
は
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
山
鹿
市
議
会
２
代
目

の
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
私
に
と
り
ま
し
て
身
に
余
る
大
役
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
は
も
と
よ
り
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
会
の
代
表
と
い
た
し
ま
し
て
、

中
嶋
市
長
と
と
も
に
市
政
伸
展
の
た
め
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
、
今
月
15
日
で
新
市
誕
生
か

ら
丸
５
年
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
、
本
市
の
10

年
間
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
第
一
次
山
鹿

市
総
合
計
画
」
に
お
け
る
「
前
期
（
前
５
年
間
）

懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、「
生
活
者
支
援
」「
経
済
支
援
」「
地

域
支
援
」
の
３
つ
の
支
援
を
柱
に
、新
た
に
「
地

域
振
興
室
」
を
設
け
て
地
域
の
元
気
回
復
に

向
け
た
独
自
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
や
厳

し
い
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、
緊
急
雇
用
対
策
事

業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
雇
用
の
創
出
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
意
欲
あ
る
担
い
手
や
新
規
就
農
者

に
対
し
て
の
支
援
、
や
ま
が
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

と
新
た
な
販
路
の
開
拓
、
地
域
の
自
主
性
・

自
立
性
を
よ
り
一
層
促
す
た
め
、「
地
域
自
治
振

興
交
付
金
」
制
度
の
創
設
な
ど
の
予
算
も
重

点
配
分
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

山
鹿
市
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
す
え
て
コ
ス
ト

意
識
と
経
営
感
覚
を
養
い
な
が
ら
、
よ
り
一
層

の
行
財
政
改
革
の
徹
底
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
て
、
６
万
市
民
の
幸
せ
づ
く
り

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

か
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
強
力
な
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
益
々

の
ご
健
康
と
、
今
年
１
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
光
り
輝
く
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

基
本
計
画
」
の
総
括
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

本
市
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
や
市
民
の
皆

さ
ま
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
、
さ
ら
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
と
各
事
務
事

業
を
詳
し
く
検
証
し
、「
後
期
（
後
５
年
間
）

基
本
計
画
」
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
で
は
、
議
員
の
「
定
数
」

や
「
報
酬
」
な
ど
の
あ
り
方
を
調
査
す
る
た

め
、
昨
年
３
月
に
、「
議
員
定
数
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
12
月

に
は
特
別
委
員
会
と
し
て
の
中
間
報
告
が
な
さ

れ
、「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て
は
、
見
直
す
方
向

で
検
討
を
進
め
、
今
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
に
は
結

論
を
出
す
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
主
権
」
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
地
方
の

自
由
度
は
確
実
に
高
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
今
年
１
年
、
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
叱し

っ
た咤
激
励
は
も
と
よ
り
、
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
年
が
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

山鹿市議会議長

横手　啓介
山鹿市長

中嶋　憲正

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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合
併
後
（
平
成
17
年
度
）
の
年
間
出
生

数
は
449
人
で
し
た
が
、
平
成
20
年
度
は
411

人
で
、
年
々
出
生
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ⅰ　

合
併
後
の
動
向２　

出
生
等
の
推
移

0

100

200

300

400

500

600

700

800

死　亡出　生

20年度19年度18年度17年度

449

698

426

656

458

735

411

739
( 人 )

出生・死亡数の推移

１　

人
口
と
世
帯
の
推
移

　

人
口
は
合
併
後
4
年
間
で
２
、１
６
５
人

減
少
し
て
い
ま
す
。
4
年
間
の
減
少
率
は

3.6
％
と
な
り
、
特
に
鹿
北
、
菊
鹿
、
鹿
央

地
域
で
は
5
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

今
の
状
況
で
推
移
し
た
場
合
、
第
1
次
山

鹿
市
総
合
計
画
で
想
定
し
た
平
成
27
年
度

の
人
口
５
５
、０
０
０
人
を
下
回
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
な
る
対

策
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
効
果
的
な
定
住

促
進
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

世
帯
は
合
併
後
4
年
間
で
279
世
帯
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
山
鹿
、
鹿
本
、
鹿
央
地
域
で
は

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
鹿
北
、
菊
鹿
地
域

56500

57000

57500

58000

58500

59000

59500

60000

60500

人口

H21.3.31H20.3.3.1H19.3.31H18.3.31H17.3.31H17.1.15
20400

20500

20600

20700

20800

20900

21000

世帯

60,065
59,786

20,652

59,382

20,784

20,864

20,694

59,000

20,954

58,529

57,900

20,973
( 人 ) ( 世帯 )

人口・世帯数の推移

で
は
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
世
帯
あ
た
り
の
人
員
は
２
．

７
６
人
と
減
少
し
て
お
り
、
核
家
族
化
の

進
展
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
の
集
落
機
能
や
自
治

活
動
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
独
自

性
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

総
合
計
画
に
沿
う
検
証

　
　

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

　
　

生
き
る
人
づ
く
り

⑴
明
日
を
開
く
教
育
の
充
実

新
入
学
児
童
支
援
事
業

　

市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
新
一
年
生

に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
与
す
る
こ
と
で
、
保

護
者
の
入
学
時
の
経
費
節
減
を
図
り
、
子

育
て
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
合
併
前
の
菊
鹿
町
と
鹿

本
町
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
後

全
市
に
広
げ
て
い
ま
す
。

450

460

470

480

490

500

510

20 年度19 年度18年度17年度

490

478

504

464

( 人 )

ランドセル贈与数の推移
１

※
平
成
21
年
度
に
新
た
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
事
業

○
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
事
業

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
の
学
習･

生

活
の
場
と
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ

く
む
た
め
の
教
育
施
設
と
し
て
重
要
な
意

義
を
持
つ
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
地
域

の
人
々
の
応
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
耐
震
性
能
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

○
学
校
規
模
適
正
化
事
業

　

少
子
化
に
伴
う
児
童
生
徒
数
の
減
少
に

起
因
す
る
学
校
の
小
規
模
化
、
過
小
規
模

化
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た

学
校
施
設
を
改
築
し
、
子
ど
も
た
ち
が
た

く
ま
し
く
育
ち
、
社
会
性
や
協
調
性
を
養

い
、
向
上
心
、
創
造
力
を
培
い
、
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
に
適
切
な

集
団
規
模
を
確
保
し
、
安
全
安
心
な
教
育

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

校舎の耐震補強工事

　平成 17 年１月 15 日に、山鹿市、鹿北町、菊鹿町、鹿本町および鹿央町の１市４町が合併し、新「山
鹿市」が誕生して４年あまりが経過しました。
　この間を振り返りますと、合併後の新しいまちづくりの方向性を示した「新市建設計画」に基づき、
新市の速やかな一体化を促進し、地域のさらなる発展と住民福祉の向上を目指し取り組んできました。
　また、平成 18 年３月には、「新市建設計画」との整合性を図りながら、合併後の諸課題や新たな
市民ニーズに対応するために、市政運営の基本方針となる「第１次山鹿市総合計画」を策定しました。
その中で、だれもが住みやすく、美しく、素晴らしい都市をつくりあげていきたいとの思いを込め、
本市が目指す将来都市像を、「まほろば創生・人輝く温もりの都市やまが」とし、その実現に向け取
り組んでいるところです。
　そこで、合併後の４年間を総合計画に沿い検証し、「合併後のまちづくり」として取りまとめまし
たので、その概要をこれから４回にわけて掲載します。
　この検証を踏まえ、社会情勢の変化などに対応する施策を積極的に展開して参ります。
　なお、「合併後のまちづくり」については、市役所ロビー、企画課、各総合支所、および市ホーム
ページでご覧いただけます。

　…企画課　☎４３−１１１４

合併４年間の検証

まほろば創生・人輝く温
ぬく

もりのある都
ま ち

市やまが

問合せ
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②
生
涯
教
育
推
進
事
業

　

市
民
各
層
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
学

習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
生
涯
学
習
社
会
を

形
成
す
る
た
め
、
各
公
民
館
単
位
で
の
講

座
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
市
民
が
生
き
が

い
を
感
じ
な
が
ら
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

720
742
764
786
808
830
852
874
896
918
940

登録者
20年度19年度18年度17年度

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

開催講座

88

68

913

57

809 797
842

57
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講座登録者等の推移⑶
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
の
充
実

人
権
教
育
推
進
事
業

　

全
て
の
市
民
が
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
た

め
に
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
え
る

⑷
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　

地
域
や
家
庭
で
身
近
な
問
題
と
し
て
男

女
共
同
参
画
を
考
え
る
機
会
と
し
て
セ
ミ

ナ
ー
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
市
民
へ
の
意
識
の
浸
透
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
男

性
の
参
加
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
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⑸
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

①
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

　

合
併
前
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・
大
会
は
、
参
加

者
の
減
少
に
よ
り
統
合
や
見
直
し
を
検
討

し
、
18
年
度
に
は
山
鹿
温
泉
健
康
マ
ラ
ソ

ン
を
廃
止
し
、
菊
鹿
あ
ん
ず
の
丘
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
統
合
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
類
似
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に
つ

い
て
は
、
統
合
や
見
直
し
新
規
事
業
へ
の

移
行
を
行
う
こ
と
で
、
効
率
的
・
効
果
的

な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
の
事
業
と
し
て
、

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
日

本
と
韓
国
の
共
同
開
催
に
よ
る
自
転
車

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
コ
リ
ア
ー

ジ
ャ
パ
ン
２
０
０
８
」
が
菊
鹿
町
で
開
催

さ
れ
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
多
く
の
観
客
を
集
め
ま
し
た
。▲ツール・ド・コリア−ジャパン 2008

　ジャパンステージ
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図書貸出の推移 ⑵
人
が
輝
く
社
会
教
育
の
振
興

①
夢
の
「
と
び
ら
」
を
ひ
ら
く
事
業

　

読
書
活
動
は
生
涯
学
習
の
中
心
的
な
活

動
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ

て
の
市
民
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力

を
つ
け
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
活
動
で
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
夢
の
「
と
び
ら
」
を

ひ
ら
く
事
業
を
展
開
し
、
全
市
の
読
書
振
興

へ
向
け
て
の
将
来
の
図
書
館
や
図
書
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
、
方
向
性
を
明
確
に
し
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
生
涯
に
わ
た
る
読
書
活
動

の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
後
、
講
座
の
統
廃
合
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
統
廃
合
、

講
座
定
員
数
お
よ
び
年
間
の
授
業
日
数
の

見
直
し
や
自
主
講
座
へ
の
移
行
を
積
極
的

に
検
討
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
講

座
を
実
施
し
ま
す
。

差
別
の
な
い
人
権
共
存
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
人
権
文
化
の
創
造
に
向
け
て
、

同
和
問
題
を
人
権
問
題
の
重
要
な
柱
と
し

た
、
す
べ
て
の
人
権
問
題
の
解
決
の
た
め

に
、
機
会
を
通
し
て
人
権
感
覚
の
高
揚
に

努
め
、
差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権

教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
に
新
た
に
取
り
組
ん
で
い

　

る
事
業

○
八
千
代
座
百
周
年
事
業

　

建
設
百
周
年
が
平
成
22
年
、
開
業
百
周

年
が
平
成
23
年
と
な
る
た
め
、
記
念
事
業

等
の
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し
、観
光
振
興
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
平

成
21
年
度
は
八
千
代
座
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

広
告
宣
伝
、
記
念
事
業
の
計
画
・
実
施
を

し
て
い
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
か
ら
拡
大
し
て
い
る
事
業

○
八
千
代
座
第
二
次
整
備
事
業

　

八
千
代
座
の
さ
ら
な
る
価
値
を
高
め
、

文
化
と
観
光
の
拠
点
と
し
て
山
鹿
灯
籠
と

並
ぶ
代
表
的
な
観
光
資
源
と
し
て
多
く
の
観

光
客
を
誘
致
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
八
千
代
座
お
よ

び
そ
の
周
辺
を
総
合
的
に
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
八
千
代
座
資
料
館
「
夢

子
蔵
」
横
の
木
戸
前
広
場
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、「
八
千
代
座
交
流
施
設
」
の

整
備
に
着
手
し
ま
す
。

○
隈
部
氏
館
跡
保
存
活
用
事
業

　

菊
鹿
町
上
永
野
地
区
に
あ
る
隈
部
館
跡

は
、
平
成
21
年
7
月
に
「
隈
部
氏
館
跡
」

と
し
て
正
式
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
史
跡
の
保
存
と
活
用
の
た
め

の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に

基
づ
く
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
児
童
生
徒
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
の

歴
史
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
地
域
活
性

化
の
核
と
な
る
よ
う
な
保
存
活
用
を
図
り

ま
す
。

▲八角形鼓楼

⑺
文
化
の
振
興
お
よ
び
文
化
財
保
護

①
八
千
代
座
管
理

　

国
指
定
重
要
文
化
財
「
八
千
代
座
」
は
、

保
存
修
理
工
事
に
よ
り
「
生
き
た
芝
居
小

屋
」
と
し
て
復
活
し
、
そ
の
後
は
さ
ま
ざ

ま
な
公
演
が
行
わ
れ
、
ツ
ア
ー
客
な
ど
の

多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
年
々

見
学
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

貸
し
館
と
し
て
の
八
千
代
座
の
利
用
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

⑹
国
際
・
地
域
間
交
流
の
推
進

姉
妹
・
友
好
都
市
交
流
事
業
、
国
際
交
流

事
業
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
：
あ
す
か
の
翼
事

業
）

　

姉
妹
都
市
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
ー

マ
市
、
兵
庫
県
赤
穂
市
、
友
好
都
市
は
岡

山
県
高
梁
市
、
高
知
県
四
万
十
町
が
あ
り

ま
す
。
ク
ー
マ
市
と
の
交
流
は
、
合
併
前

の
鹿
本
地
域
の
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
合
併
後
は
対
象
を
全
市

に
広
げ
相
互
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
も
、
合
併
前

②
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

育
成
事
業

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
健
康
で
活
気
あ

る
地
域
づ
く
り
人
づ
く
り
」
を
目
的
と
し

て
、
世
代
を
超
え
た
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
や
、

自
分
の
興
味
や
体
力
に
合
わ
せ
て
、
気
軽

に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
り
地
域
づ
く

り
と
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

②
鞠
智
城
の
国
営
公
園
化

　

平
成
19
年
3
月
に
山
鹿
市
国
営
鞠
智
城

歴
史
公
園
設
置
促
進
期
成
会
を
発
足
さ
せ
、

熊
本
県
な
ら
び
に
菊
池
市
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
り
鞠
智
城
の

価
値
を
高
め
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

は
じ
め
、
国
会
議
員
や
文
化
庁
、
国
土
交
通

省
な
ど
の
国
の
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

な
ど
、
鞠
智
城
の
国
営
公
園
化
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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▲シンガポール派遣事業
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の
鹿
央
地
域
の
小
学
生
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
よ
り
全
市

か
ら
の
応
募
に
よ
り
小
学
生
同
士
の
相
互

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
推
進
の
た
め
、
民
間
団

体
の
実
施
す
る
交
流
事
業
に
つ
い
て
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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●ふるさと応援寄附金（納税）制度とは
　「生まれ育ったふるさとの役に立ちたい」、「自分とかかわりが
深い地域を応援したい」という思いを自治体への寄附金という形
で実現させた制度で、これにより寄附された方の所得税や住民税
が一定限度まで控除されます。また、「このまちを応援したい」
ということであれば、ふるさとでなくても同じように寄附するこ
とができ、税の控除も受けることができます。（山鹿市にお住ま
いの方で山鹿市に寄附をされても税の控除が受けれます。）
　なお、この制度による寄附控除は毎年受けることができます。

●昨年度いただいた「ふるさと応援寄附金」は、このように活用しています。

…企画課　☎４３−１１１４

①寄附申込書
③寄附金納付

②納付書等送付
④受領証明書送付

山鹿市

税務署 お住まいの
市区町村

寄附をされる方

連絡

所
得

税

の軽減

⑤確定申告 住
民
税
の
軽
減

希望された
事業に活用

【寄附・確定申告の流れ】

●寄附者からのメッセージ
・私の両親が生まれ育ったまちです。ご発展をお祈りしております。（東京都）
・ふるさとは幾つになっても、懐かしく思い出の詰まった場所です。山鹿市の発展を心より願っ
ております。（神奈川県）
・人と人とのつながり、人にやさしい山鹿市であっていただきたいと思います。（東京都）
・農林漁業の大切さをこの年になって再認識しています。豊かな農村に囲まれた活気あふれる
地方都市 “山鹿” にしたいものです。非力ながら応援します。（京都府）
・ふるさとの発展を祈っております。（福岡県）

申込・問合せ

ふるさと山鹿を応援しよう

▲絵本の読み聞かせ ▲エコキャンプでマイはし作り ▲山鹿物産展

▲生涯学習発表会 ▲防災訓練

※この他にもたくさんの応援メッセージをいただいています。ありがとうございます。

「山鹿市ふるさと応援寄附金」で “やまが” を応援しませんか。

●寄附の状況
( 平成 21 年 4 月 1 日から

11 月 30 日現在 )
 寄附件数　　　　40 件
寄附金額 1,612,000 円

④地域とともに支えあう暮らしづくり
（福祉の充実に関する事業）

③活力ある産業づくり
（産業の振興に関する事業）

②人と自然が共生する環境づくり
（自然・環境に関する事業）

①心豊かにたくましく生きる人づくり
（教育・文化に関する事業）

⑤安全で快適なくらしを支える基盤づくり
（社会資本整備に関する事業）

◎保育園一覧
地区 保育園名（所在地） 電話番号 定員 経営

山鹿

山鹿保育園（川端町） 43-1153 90 市立
八幡保育園（熊入町） 43-1157 90 市立
米田保育園（南島） 43-1159 40 市立
大道保育園（方保田） 46-2328 60 市立
ゆりかご乳児保育園（下吉田） 44-2961 80 法人
山鹿東保育園（鹿校通） 44-6253 90 法人
山鹿中央保育園（山鹿） 44-3653 45 法人
平小城保育園（平山） 43-6084 45 法人
三岳保育園（寺島） 43-3874 45 法人
三玉保育園（久原） 43-6330 110 法人
山鹿若葉保育園（鹿校通） 43-7187 60 法人
山鹿西保育園（志々岐） 44-5582 30 法人
八玉保育園（久原） 43-5181 90 法人

鹿北
岳間保育園（鹿北町椎持） 32-2459 20 市立
岩野保育園（鹿北町岩野） 32-2230 45 市立
広見保育園（鹿北町芋生） 32-2231 45 市立

菊鹿

内田保育園（菊鹿町上内田） 48-9123 30 市立
菊鹿中央保育園（菊鹿町下内田） 48-2107 30 市立
つぼみ保育園（菊鹿町上永野） 48-2198 50 法人
栗の実保育園（菊鹿町長） 48-2134 50 法人
城北アソカ保育園（菊鹿町松尾） 48-2129 50 法人

鹿本

幼慈園（鹿本町御宇田） 46-2360 80 市立
稲光園（鹿本町高橋） 46-2562 60 市立
富慈園（鹿本町中川） 46-2578 50 市立
かもと乳児保育園（鹿本町下高橋） 46-3439 70 法人

鹿央 かおう保育園（鹿央町合里） 36-2110 170 市立

　保護者が何らかの理由で、日中家庭で子どもを保育
できない場合（要件あり）0 歳から利用できます。

（詳細は申込書と一緒に配布）
申込書配布期間▷平成21年12月24日㈭・25日㈮・28日㈪
　　　　　　　　平成22年1月 4日㈪・ 5日㈫・ 6日㈬
申込書配布場所▷・入園希望の保育園
　　　　　　　　・山鹿市役所子育て支援課
　　　　　　　　・各総合支所市民生活課
申込受付期間　▷平成22年  1月  7日㈭・  8日㈮・12日㈫
　　　　　　　　9：00 ～ 17：00 まで
申込受付場所▷
①新規の場合（面接を行います）
　山鹿地区の保育園→山鹿市役所 1 階会議室
　鹿北地区の保育園→鹿北総合支所市民生活課
　菊鹿地区の保育園→菊鹿総合支所市民生活課
　鹿本地区の保育園→鹿本総合支所市民生活課
　鹿央地区の保育園→鹿央総合支所市民生活課
②継続の場合（一部面接を行います）
　各保育園（一部山鹿市役所１階会議室）
③市外保育園を希望する場合（面接を行います）
　山鹿市役所１階会議室

･･･ 子育て支援課　☎４３－１５１４
　　　　　　　各総合支所市民生活課
　　　　　　　　　鹿北　☎３２－３１１１
　　　　　　　　　菊鹿　☎４８－３１１１
　　　　　　　　　鹿本　☎４６－３１１２
　　　　　　　　　鹿央　☎３６－３１１４

市内幼稚園・保育園入園児募集
４月からの新入園児を募集します

　◆保　育　園

問合せ

◎幼稚園一覧
地区 幼稚園名（所在地） 電話番号 定員 経営

山鹿
山鹿幼稚園（桜町） 43‐1154 200 市立
川辺幼稚園（保多田） 43‐1165 70 市立
霊泉幼稚園（大宮通り） 44‐3120 85 法人

鹿本 鹿本幼稚園（御宇田） 46‐2345 105 市立

　希望の幼稚園で申込書の配布・受付をします。
入園対象▷３歳児・４歳児・５歳児
　　　　　※ 川辺幼稚園・霊泉幼稚園は満３歳から
　　　　　　入園できます。
申込書配布・受付期間▷
　◎山鹿、川辺、鹿本幼稚園
　　１月 12 日㈫～ 15 日㈮ ８：30 ～ 17：00 まで
　◎霊泉幼稚園は随時募集しています。

…各幼稚園へお尋ねください。問合せ

　◆幼　稚　園
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絵
は
生
活
の
一
部

　

寛
庸
さ
ん
は
、
２
歳
こ
ろ
の
幼
い
と
き
か
ら
一つ
の
こ

と
に
集
中
す
る
と
、
時
間
を
忘
れ
て
熱
中
し
て
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
寛
庸
さ
ん
の
様
子
を
見
て
い
た
母
親

は
、
あ
る
日
紙
と
鉛
筆
を
渡
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

寛
庸
さ
ん
は
絵
を
描
く
こ
と
に
熱
中
し
母
親
が
止
め
る
ま

で
絵
を
描
き
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
絵
は
、
今

で
も
巻
物
の
よ
う
に
し
て
大
事
に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
高
校
３
年
生
の
寛
庸
さ
ん
に
と
っ
て
絵
は
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
て
、
朝
起
き
て
顔
を
洗
う
と
ま
ず

机
に
向
か
い
絵
を
描
き
始
め
ま
す
。
学
校
か
ら
帰
宅
す

る
と
、ま
た
、就
寝
す
る
ま
で
延
々
と
こ
の
作
業
は
続
き
、

毎
日
の
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。
休
日
は
、
一
日
中
絵
を

描
く
こ
と
に
没
頭
す
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　

生
物
（
魚
、
昆
虫
、
動
物
な
ど
）
や
宇
宙
に
関
心
が

あ
り
、
図
鑑
や
歴
史
書
を
読
む
の
が
大
好
き
で
、
わ
き

出
る
絵
の
イ
メ
ー
ジ
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

独
自
の
世
界
で
人
々
を
魅
了
す
る

　

寛
庸
さ
ん
の
絵
は
、
構
図
も
独
創
性
に
富
み
、
明
る
い

豊
か
な
色
彩
が
非
常
に
印
象
的
で
あ
る
一
方
で
、
真
近
で
見

な
い
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
緻ち

み
つ密
に
描
写
さ
れ

て
い
て
、
繊
細
な
技
巧
と
緻
密
な
構
成
が
素
晴
ら
し
く
、

そ
の
豊
か
な
表
現
力
は
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
規
模
の
美
術

展
で
数
々
の
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
24
日
か

ら
今
年
の
３
月
７
日
ま
で
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
で
開
催
さ

れ
て
い
る
展
覧
会
「
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

NO-

MA｣

に
も
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
全
国
の
人
々
に

鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
22
日
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス

の
パ
リ
市
立
ア
ル・サ
ン・ピ
エ
ー
ル
美
術
館
で
大
規
模
博
覧
会

「
ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト・ジ
ャ
ポ
ネ
展
」の
開
催
が
計
画
さ
れ
て

い
て
、
日
本
か
ら
も
全
国
20
都
道
府
県
か
ら
約
65
人
の
作

家
が
出
展
し
、
寛
庸
さ
ん
の
絵
も
約
20
点
が
展
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。
寛
庸
さ
ん
の
絵
を
鑑
賞
し
た
多
く
の
人
々
が
、

そ
の
絵
に
秘
め
ら
れ
た
純
粋
な
心
と
柔
軟
な
発
想
力
に
、

き
っ
と
心
を
洗
わ
れ
る
よ
う
な
心
地
良
い
感
動
を
受
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

松
本
寛ひ

ろ
の
ぶ庸
さ
ん
（

山
鹿
市
三
玉
）

▲現在制作中の日本地図。歴史が好きな寛庸さんは、城を攻め領
　地を広げてゆく国盗り物語をイメージしながら日本地図を描き
　上げています。

将
来
に
夢
を
描
き

　

昨
年
10
月
、
学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
等
を
頑
張
っ

た
高
校
生
を
た
た
え
る「
熊
本
が
ん
ば
る
高
校
生
」
の
表

彰
式
が
あ
り
、
寛
庸
さ
ん
は
学
校
代
表
と
し
て
、
蒲
島
郁

夫
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
県
が「
私
学
夢
教
育

事
業
」
の一
環
と
し
て
初
め
て
企
画
し
た
事
業
で
、
将
来
に

夢
を
描
き
、
育
み
、
そ
し
て
そ
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
を

応
援
す
る
た
め
に
、
各
高
校
か
ら
代
表
一
人
を
選
出
し
表

彰
し
た
も
の
で
す
。さ
ら
に
は
、昨
年
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
新
潟
大
会
、
一
昨
年
の
大
分
大
会
で
は
、
水
泳
競

技
50
ｍ・
25
ｍ
自
由
形
で
そ
れ
ぞ
れ
金
メ
ダ
ル・
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

両
親
は
以
前
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
先
生
に
会
う

機
会
が
あ
り
、
今
年
３
月
高
校
を
卒
業
す
る
寛
庸
さ
ん
の

絵
に
対
す
る
取
り
組
み
や
進
路
に
つ
い
て
相
談
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
「
今
で
も
十
分
テ
ク
ニ
ッ
ク

は
備
わ
っ
て
い
ま
す
よ
。
ど
の
絵
に
も
そ
れ
が
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
学
で
学
ぶ
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
助
言
さ

れ
ま
し
た
。
両
親
は
「
自
分
の
世
界
観
を
大
切
に
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
由
に
創
作
活
動
を
続
け
て
い
っ
て
欲

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

寛
庸
さ
ん

は
、
卒
業
後

は
地
元
企
業

に
就
職
し
て
、

働
き
な
が
ら

こ
れ
ま
で
同

様
に
生
活
の

一
部
と
し
て

創
作
活
動
を

続
け
て
い
く

予
定
で
す
。

▲寛庸さんが小学生の時に描いた作品。
　今でも一番のお気に入り !!

　

統
合
小
学
校
の
新
し
い
学
校
施

設
の
設
計
者
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
は
、
山
鹿
市
で
も
っ

と
も
古
い
昭
和
36
年
に
建
設
さ
れ

た
山
鹿
小
学
校
の
校
舎
の
老
朽
化

対
策
と
、
川
辺
小
学
校
の
児
童
数

の
減
少
に
伴
う
複
式
学
級
の
解
消

の
た
め
、
平
成
25
年
４
月
に
統
合

を
目
指
し
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
統
合
小
学
校
は
現
在
の

山
鹿
小
学
校
の
位
置
に
、
今
年
度

基
本
設
計
、
来
年
度
実
施
設
計
、

23
・
24
年
の
２
年
間
で
校
舎
を
建

設
し
て
、
25
年
の
４
月
か
ら
新
校
舎

で
新
学
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
設
計
者
の
選
定
に
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
複
数
の
者
に

企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か

ら
最
も
優
れ
た
提
案
を
し
た
者
を
設

計
者
と
し
て
選
定
す
る
方
法
で
す
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
山
鹿
市
の

入
札
参
加
資
格
を
持
つ
県
内
の
60

者
に
参
加
を
要
請
し
、
そ
の
う
ち

14
者
か
ら
技
術
提
案
書
の
提
出
が

あ
り
、
審
査
員
６
人
に
よ
る
厳
正

な
る
書
類
審
査
の
結
果
、
６
者
が

二
次
審
査
に
進
み
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
㈰
山
鹿
小
学
校
の
体

育
館
で
開
催
し
た
公
開
の
二
次
審

査
で
は
、
市
民
や
建
築
関
係
の
学

生
な
ど
約
100
人
と
審
査
員
を
前
に
、

二
次
審
査
に
進
ん
だ
６
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
提
案
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

全
提
案
の
中
で
最
も
低
層
に
抑

え
た
校
舎
に
、
山
鹿
の
文
化
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
地
域
の
人
も
と

も
に
集
え
る
空
間
を
提
案
し
た
、

Ｊ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＋
シ
ー
ラ
カ

ン
ス
Ｋ
＆
Ｈ
設
計
共
同
体
（
西
原

村
・
福
岡
市
）
の
案
が
最
も
優
れ

た
提
案
と
し
て
、
統
合
小
学
校
の

設
計
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
学
校
は
自
分
た
ち
の
手
で

　

11
月
27
日
㈮
午
後
７
時
か
ら
山

鹿
小
体
育
館
で
１
回
目
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
参
加
者
が
交
流
や
共
同
作

業
を
通
じ
て
、
計
画
案
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
住
民
参
加
型
の
創
造

活
動
の
こ
と
で
す
。
こ
の
中
で
出

た
意
見
や
提
案
な
ど
は
、
で
き
る

限
り
設
計
の
中
に
反
映
し
て
行
く

予
定
で
す
。

　

こ
の
日
は
山
鹿
小
・
川
辺
小
の

児
童
や
保
護
者
、
先
生
の
他
に
、

地
域
の
人
な
ど
約
60
人
以
上
が
集

ま
り
、
新
し
い
小
学
校
に
対
す
る

多
く
の
「
思
い
」
や
「
夢
」
を
考
え
、

発
表
し
ま
し
た
。

　
12
月
の
第
２
回
に
続
き
、
３
月
に
は

３
回
目
の

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま

す
の
で
、
皆

さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
し

ま
せ
ん
か
。…

学
校
施
設
課

　
　
　

学
校
規
模
適
正
化
推
進
室

　
　
　
　

☎
43-

１
３
９
６

望
ま
し
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て

山
鹿
・
川
辺
統
合
小
学
校
　
新
校
舎
の
設
計
始
ま
る

問
合
せ

こんな学校に通いたい　夢を書き出します

統合小学校イメージ

▲わずかな時間見学したハイヤ大橋を、記
　憶をたどりながら描き上げました。寛庸
　さんの脳裏には、写真で撮影したように
　鮮明にハイヤ大橋がやきついていました。
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市議会 11 月臨時会
　平成 21 年（第７回）市議会 11 月臨時会は、11 月 17 日に開かれました。今議会では、議案 10 件（条例１件、
予算９件）が審議されました。その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆
■議案第 88 号　山鹿市一般職の職員の給与に関する条例
　　　　　　　  等の一部を改正する条例　　…可決 ( 多）
■議案第 89 号　平成 21 年度山鹿市一般会計補正予算（第
　　　　　　　  ５号）　　　　　　　　　　  …可決 ( 多）
■議案第 90 号　平成 21 年度山鹿市国民健康保険事業特
　　　　　　　  別会計補正予算（第２号）     …可決 ( 多）
■議案第 91 号　平成 21 年度山鹿市農業集落排水事業特
　　　　　　　  別会計補正予算（第１号）     …可決 ( 多）
■議案第 92 号　平成 21 年度山鹿市介護保険事業特別会
　　　　　　　  計補正予算（第２号）　　　  …可決 ( 多）
■議案第 93 号　平成 21 年度山鹿市・植木町介護認定審
　　　　　　　  査事業特別会計補正予算（第１号）　

 …可決 ( 多）

■議案第 94 号　平成 21 年度山鹿市簡易水道事業特別会
　　　　　　　  計補正予算（第１号）　　　…可決 ( 多）
■議案第 95 号　平成 21 年度山鹿市水道事業会計補正予
　　　　　　　   算（第２号）　　　　　　  …可決 ( 多）
■議案第 96 号　平成 21 年度山鹿市病院事業会計補正予
　　　　　　　  算（第３号）　　　　　　   …可決 ( 多）
■議案第 97 号　平成 21 年度山鹿市下水道事業会計補正
　　　　　　　  予算（第１号）　　　 　　  …可決 ( 多）

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
　に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（☎４３‐１６３４）
　または本庁総務課法令文書係へ（☎４３‐１１１７）

　「私たちの健康は　私たちの手で」をスローガン
に、長年にわたり地域の活動によって食生活の改
善に努め、地域住民の健康的な生活習慣の実現に
貢献した功績が認められました。

厚生労働大臣表彰　地区組織功労 

農業経営統計調査（５年）
片瀬照夫さん（菊鹿町松尾）

おめでとうございます 
…農林水産大臣感謝状　　10 月 18 日：農林水産省

農業経営統計調査（５年）
城  公博さん（鹿央町持松）

▲受賞報告に市長室へ訪れた山鹿市食生活改善推進員の代表 ▲福島みずほ内閣府特命担当大臣から表彰を受ける富野くん

　あいさつ運動や子ども会によるボランティア活
動、地域でのごみ拾い、花いっぱい運動など継続
的な社会貢献運動が認められ、東京で開催された
青少年育成全国大会で表彰されました。

富野　真司くん（鹿本中学校　１年） 
11 月 30 日：国立オリンピック記念青少年総合センター

山鹿市食生活改善推進員協議会
10 月 30 日：厚生労働省

平成 21 年度社会貢献青少年表彰

　「統計の日」を記念して、農林水産統計調査に長
年にわたって協力していただいた功績に対して、
農林水産大臣から感謝状が贈られました。
　今年は、山鹿市から以下の二人が受賞されました。

医療法人  春水会  山鹿中央病院
　独自研修による人材育成や、計画
に基づく職場環境の改善など働きや
すい職場づくりへの取組みが評価。
オムロン  リレーアンドデバイス株式会社
　女性の管理職登用や、独自の休暇・
子育て支援制度による仕事と家庭の
両立支援などの取組みが評価。

おめでとうございます 
…熊本県男女共同参画推進事業者表彰　12 月 15 日
　男女が共同して参画し、働きやすい職場づくりに
積極的に取り組んでいる事業者に、県知事から表彰
状が贈られました。今年度は、男女共同参画型事業
者の模範となる県内６事業所が表彰されました。

　

12
月
13
日
㈰
、
市
総
合
体
育
館
で
大

相
撲
山
鹿
場
所
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
制
５
周
年
を
記
念
し
て
、

大
相
撲
山
鹿
場
所
実
行
委
員
会(

寺
崎

勇
児
会
長)

が
主
催
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
山
鹿
市
生
ま
れ
の
琴
春
日
、
山
鹿

市
出
身
の
千
代
白
鵬
な
ど
の
郷
土
力
士

や
、
白
鵬
、
朝
青
龍
の
両
横
綱
な
ど
多

数
の
力
士
が
参
加
し
、
迫
力
と
熱
気
に

あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
大
相

撲
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
市
内
の
小
学
生
な
ど
が
招

待
さ
れ
、
多
く
の
人
が
観
覧
し
、
大
き
な

歓
声
と
拍
手
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
関
取
が
子
ど
も
た
ち
に
稽

古
を
つ
け
た
り
、
初
切
や
相
撲
甚
句
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、力
士
と
の
握
手
会
や
写
真
撮

影
な
ど
も
あ
り
、お
気
に
入
り
の
力
士
に

サ
イ
ン
を
求
め
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

稽
古
後
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想

　

古
山
汰
門
く
ん
（
八
幡
小
４
年
）

　
「（
千
代
白
鵬
を
）
た
お
す
こ
と
が
で

き
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
体
が
大
き

く
パ
ン
パ
ン
し
て
ま
し
た
」

　

平
川
義
高
く
ん
（
三
岳
小
３
年
）

　
「
ぶ
る
ん
ぶ
る
ん
振
り
回
さ
れ
て
楽

し
か
っ
た
。
お
相
撲
さ
ん
た
ち
の
ぶ
つ

か
り
稽
古
は
、
迫
力
が
あ
っ
て
す
ご

か
っ
た
で
す
」

　

中
原
大
熙
く
ん
（
八
幡
小
３
年
）

　
「
土
俵
に
上
が
っ
て
、
緊
張
し
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。
お
す
も
う
さ
ん

は
、
重
く
て
で
か
か
っ
た
で
す
」 ①山鹿場所を前に琴欧洲関、琴春日

　関、寺崎勇児会長が中嶋憲正市長
　を表敬訪問
②横綱朝青龍 ( 雲竜型 ) 土俵入り
③横綱白鵬 ( 不知火型 ) 土俵入り
④前日に行われた土俵作り
⑤声援を送る招待された小学生たち
⑥会場で千代白鵬関と記念写真
⑦子どもたちに稽古をつける琴春日関
⑧相撲甚句でファンに手をふる千代白鵬関
⑨ 6 月に生まれた大

は る と
翔くんを抱いて

　土俵入りする琴春日関
⑩迫力ある取り組みに熱気あふれる会場
⑪白鵬、朝青龍両横綱と寺崎勇児会長

①

②

④

⑦

③

⑧

⑤⑥

⑪

⑩

⑨
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晴天の鞠智城で古代散策を楽しみました !!
…鞠智城ウォークラリー大会

11 月 23 日　歴史公園鞠智城一帯

▲高得点を目指してゲームに
　挑戦

　市内外から 197 人が参加して、鞠智城に関するクイズやゲー
ムを楽しみながら巡る、ウォークラリー大会が菊鹿レクレー
ション協会（木村ゆみ子会長）主催で行われました。
　暖かい日差しの中、参加者はファミリーコース（２㎞）と
一般コース（４㎞）に分かれて班ごとに時間差でスタートし
ました。各チェックポイントでクイズやゲームに挑戦し、１
から２時間かけてゴールし、古代散策を楽しみました。
　ゴール後は、温かいだご汁が振る舞われ、疲れた体をいや
しました。
　また、会場ではクラフト無料体験コーナーで、松ぼっくり
を使ったクリスマスツリーやリースづくりを楽しみました。

紅葉の里山巡り
　　…第２回岳間渓谷ぐるっとウォーク

11 月 22 日　岳間渓谷周辺
　第２回岳間渓谷ぐるっとウォークが、岳間渓谷周辺 12 ㎞
のコースで開催され、県内外から親子づれなど約 160 人が参
加しました。（岳間渓谷と里山あるき実行委員会主催）
　この日は、あいにくの小雨交じりの天気となりましたが、
コース内に設けられた休憩所では地元ボランティアの皆さん
が、お茶や漬物などを用意してもてなしました。参加者はお
いしそうに食べながら休息をとり、紅葉がきれいな里山を約
４時間かけて全員ゴールしました。終了後はしし汁が振る舞
われ、雨で冷え切った体を温めていました。
　また、参加者全員に地元の農産物がプレゼントされ、お土
産を手にした参加者からは笑顔がこぼれていました。

▲休憩所ではお茶やゆでた里芋などが振舞われました

◀
鞠
智
城
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
こ
ろ
う
君
」を
発
表
す
る

　

蒲
島
郁
夫
知
事

　鞠智城の国営公園化を推進するために行われた「鞠智城の
日」のイベントで、鞠智城を全国にアピールするイメージキャ
ラクター「ころう君」の発表がありました。全国から寄せられ
た 857 点の中から、グラフィックデザイナー瀬戸良一さん（香
川県高松市）の作品が大賞に選ばれました。
　「ころう君」は城を守る防人の姿で、かぶとの上に鞠智城
のシンボル「八角形鼓楼」が飾られ、胸に特徴ある「鞠」の
文字が刻まれています。
　今後、鞠智城を全国にアピールするために、いろいろなイ
ベントに登場しますので、よろしくおねがいします。
　イベントでは、韓国舞踏サムルノリと山鹿太鼓、菊池雲上太
鼓の競演や八角形鼓楼の特別公開、古代米収穫体験などがあり
ました。

鞠智城イメージキャラクター「ころう君」よろし
くおねがいします　　
…鞠智城の日　　　　　　10 月 25 日　歴史公園鞠智城

◀家族でクイズやゲームをし
　て楽しみました

身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

野菜を食べて元気で長生きしてください
　　…広見小学校野菜の贈呈

11 月 24 日　特別養護老人ホーム「あやすぎ荘」

　広見小学校３年生の児童 17 人が、自分たちが育てた野菜を
持って養護老人ホームあやすぎ荘（鹿北町岩野）を慰問しま
した。
　広見小学校では、１～３年生の児童が農家支援センター（平
井光臣会長）の支援を受けながら、８月から耕作放棄地を活
用していろいろな野菜を作っています。
この日は、児童を代表して荒木祐輝くんが「農家支援センター
の人たちと育てた野菜です。皆さんで食べてください」とあ
いさつし、収穫したばかりの大根や白菜、キャベツなどを入
所者に手渡しました。
また、入所者を代表して、石貫寿美子さん（93 歳）が「た
くさんの野菜ありがとうございました。おいしくいただきま
す。これから寒くなるので、かぜを引かないようにしてくだ
さい」とお礼を述べました。

▲野菜を食べて元気で長生きしてください

創業支援施設「夢挑戦プラザ県北」
　昨年５月、菊池市七城総合支所内に開設した
県の創業支援施設「夢挑戦プラザ県北」は、創
業間もない経営者や起業を目指す人たちに、創
業および新事業展開を支援しています。
　この施設には、田邉広三起業家支援マネー
ジャーが常駐し、県北地域の中小企業や新規創
業者の相談窓口として、情報提供や経営アドバ
イスを行っています。さらに、定期的な勉強会
を開催するなど、地域の自治体や商工団体など
と連携し、県北地域のビジネス創出の拠点を目
指しています。お気軽にご相談ください。　　 …夢挑戦プラザ県北

  　　　☎ 0968‐３６‐９５１１
問合せ

もちつきと手作り体験で大満足 !!
…古代米収穫祭　　　  11 月 28 日　方保田東原遺跡公園

　方保田の水田で収穫した古代米を味わい、実りに感謝しよう
と収穫祭が行われました。（遺跡応援団の主催）。
　会場では、古代米入りの餅つきがあり、小さな子どももがん
ばってきねを使っていました。できあがった餅はみんなで丸め
て、古代米入りおにぎりといっしょにおいしく食べました。田
植えと刈り取りに参加した子どもたちは「ぼくが育てたお米だ
けん、おいしいよ」とほおばっていました。
　そのほか、昔の農機具（回転式脱穀機や唐箕）体験、勾玉作
り体験や熊本ものづくり塾による竹箸

はし

・箸置き作り体験なども
あり、遺跡公園はたくさんの参加者でにぎわっていました。竹
箸の材料は鹿北のモウソウチクで、親子そろって楽しそうに箸
を磨く姿が見られました。勾玉と竹箸を作った参加者は「お箸
は今晩からさっそく使います」とうれしそうに話していました。

▲きねと石うすでついたおもちの味は格別です！
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の
町
家
の
よ
う
な
平
入
り
だ
と
二
階
・
三
階

（
屋
根
裏
）
は
隣
家
の
妻
面
が
向
か
い
合
っ
て

接
し
て
い
て
、
採
光
・
通
風
窓
を
設
け
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
一
七
六
三（
宝ほ

う
れ
き暦
十
三
）年
の「
新
町
絵
図
」

に
見
ら
れ
る
民
家
は
、一
本
道
の
街
路
に
「
ワ

ラ
葺ぶ

き
・
平
屋
・
平
入
り
」
の
町
家
が
見
ら
れ
、

明
治
以
後
の
よ
う
な
切
妻
で
大
型
の
民
家
は

多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
財
力
を
蓄
え

た
有
力
町
民
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
「
瓦

葺
き
・
切
妻
・
妻
入
り
・
塗
り
壁
・
妻
面
に

小
窓
」
の
「
来
民
型
」
の
大
型
町
家
の
様
式

は
、
明
治
以
降
に
広
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
戦
後
、
こ
の
よ
う
な
来
民
型
民
家
は
年
々

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
近
代
に
な
っ
て
商
店
に

な
っ
た
町
家
で
は
看
板
の
設
置
に
よ
り
、
小
窓

の
あ
る
妻
面
の
壁
は
看
板
な
ど
で
下
地
が
隠
さ

れ
て
、
原
型
が
街
路
か
ら
見
え
に
く
く
な
っ
た

り
、
種
々
の
改
造
に
よ
っ
て
原
型
が
損
な
わ
れ

た
り
し
た
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
来
民
の
下
中
町
、
中
町
、
新
屋
敷
、
原
部

な
ど
に
は
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
特
徴
を
良
く
備
え
た
町
家
が
ま
だ

幾
つ
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　　
紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
西
村
　
亮
一
（
鹿
本
町
御
宇
田
）

　

平
成
21
年
度
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　

(

第
２
回)

の
開
催
に
つ
い
て

　

消
防
法
で
は
、多
数
の
者
が
出
入
し
、勤
務
し
、

ま
た
は
居
住
す
る
防
火
対
象
物
に
は
、防
火
管
理

者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
平
成
21
年
４
月
以
降
、小
規
模
の
社
会

福
祉
施
設
で
小
人
数
（
収
容
人
員
10
人
以
上
）で
も

防
火
管
理
者
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
鹿
植
木
広
域
消
防
本
部
で
は
、次
の
と
お
り
、

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時
▼
平
成
22
年
２
月
25
日
㈭
～
２
月
26
日
㈮

場　

所
▼
山
鹿
植
木
広
域
消
防
本
部　

２
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

受
講
料
▼
４
、０
０
０
円

定　

員
▼
70
人

　
　
　

…
山
鹿
植
木
広
域
消
防
本
部　

予
防
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
４

連載第 51回

　
来
民
町
（
鹿
本
町
来
民
）
の
伝
統
的
民
家

の
特
徴
は
、
切き

り
づ
ま
づ
く
り

妻
造
り
二
階
建
の
妻
入
り
型

に
塗
り
壁
（
土
蔵
造
り
）
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
私
は
こ
れ
を
「
来
民
型
町
家
」
と

名
付
け
て
い
ま
す
。
一
階
建
て
の
家
も
あ
り

ま
す
が
、
二
階
建
て
の
妻
入
り
家
屋
は
一
見

三
階
建
て
に
見み

ま
ご紛
う
て
し
ま
い
ま
す
。

　
県
内
の
他
市
町
村
の
町
家
と
比
べ
て
み
て

も
来
民
ほ
ど
妻
入
り
型
が
ま
と
ま
っ
た
町
は

多
く
は
見
か
け
ま
せ
ん
。
山
鹿
の
伝
統
的
町

並
み
の
豊ぶ

ぜ
ん
か
い
ど
う

前
街
道
沿
い
の
町
家
の
多
く
は
同

じ
切
妻
造
り
な
の
で
す
が
、
平
入
り
型
な
の

で
、
来
民
の
場
合
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
印

象
を
受
け
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
道
に
面
し

た
家
の
間
口
に
税
金
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
大
型
民
家
で
も
妻
入
り
に
し
て
間
口
を

狭
く
し
て
奥
行
き
を
深
く
す
る
と
い
う
節
税

対
策
の
習
慣
が
こ
の
様
式
に
反
映
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
は
妻
入
り
の
妻
面

の
二
階
や
三
階
（
屋
根
裏
）
が
隣
家
の
妻
面

に
接
す
る
こ
と
な
く
道
路
側
と
自
家
の
裏
庭

に
だ
け
面
す
る
た
め
、
採
光
と
通
風
に
好
都

合
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
山
鹿
や
熊
本

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
４ 

　

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署　

☎
32
‐
２
５
７
４

　

山
鹿
消
防
署
東
分
署　
　

☎
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

新着図書ピックアップ

　人工衛星「まいど 1 号」の生みの親が、いま
初めてつづる涙と笑いの奮闘記

「やればできる。大事なのは、自らの仕事に、自
らの技術に、自信と誇りをもつことだ！」
このおっちゃんの挑戦は日本中を元気にする！
図地反転　　　    

曽根圭介／著　講談社
　だれが見ても、あいつが犯人だった。
　ある地方で起きた幼女殺害事件。総力を挙げた
地取り捜査で集められた膨大な情報。そのなかから、
浮かび上がった一人の男。目撃証言、前歴、異様
な行動。すべての要素が、あいつをクロだと示してい
る。捜査員たちは「最後の決め手」を欲していた。

　「水戸黄門」「必殺シリーズ」で殺されること
数知れず！
　日本一の斬られ役であり、悪役界のドンが語
る今世の闇を打ち砕く「裏」の知恵とは？

シャバを生き抜く「悪行力」
亀石征一郎／著　経済界

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷１月20日㈬　午後２時 30 分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷１月９日㈯・16日㈯・23日㈯
　　　　　　30日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷１月５日㈫・12日㈫・19日㈫
　　　　　　26日㈫　午前 11 時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
　日時▷１月５日㈫・19日㈫
　　　　 午前 10 時 30 分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷１月１日㈷～３日㈰・11日㈷
　　　　25日㈪
山鹿市鹿本図書館
　▷１月１日㈷～４日㈪・11日㈷
　　　　12日㈫・18日㈪・25日㈪
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝祭日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火～金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝祭日

まいど！宇宙を呼びよせた町工場のおっちゃんの物語
青木豊彦／著　近代セールス社

《今月は鹿央公民館図書室から》

甲
種
防
火
管
理

　
　

新
規
講
習
会

来
民
の
町
家

　
　
　
　（
鹿
本
町
来
民
）▲来民町筋の下中町には「来民型町家」が何戸

も並んで重なっている。

▲日本民家の三つの基本
　形と「妻入り」「平入り」
　の説明

▲来民町下中町の町家（右向こうの大型の町
　家は道に面した間口を商店に利用している。
　左の町家は純然たる住宅）

▲典型的「来民型町家」を並べてみた。実際にこのような配列が見られるわけではない。（筆者作画）

申
込
・
問
合
せ

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
訪
問
販
売
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
ま
す
！

【
相
談
事
例
】

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
太
陽
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
給
湯
だ
け
で
な
く
暖
房
な
ど
に
も
利
用
す

る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
訪
問
販
売
で
、「
事
実

と
異
な
る
説
明
を
受
け
た
の
で
、
契
約
し
た
が
解

約
し
た
い
」「
よ
く
考
え
る
と
、
高
額
な
の
で
解

約
し
た
い
」
な
ど
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

【
問
題
点
】

①
売
電
収
入
に
つ
い
て
、
過
剰
な
説
明
や
、
売
電

　

制
度
に
つ
い
て
不
正
確
な
説
明
を
す
る
。

②
補
助
金
の
対
象
外
で
あ
る
の
に
、「
補
助
金
が

　

受
け
ら
れ
る
」
な
ど
と
説
明
す
る
。

③
契
約
を
急
が
せ
る
、
お
得
感
の
強
調
、
長
時
間

　

に
わ
た
る
勧
誘
な
ど
で
、
冷
静
に
検
討
で
き
な

　

く
す
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
複
数
の
見
積
も
り
を
取
り
、
納
得
で
き
る
業
者

　

と
契
約
す
る
。

○
補
助
金
、
発
電
量
、
売
電
量
な
ど
に
つ
い
て
、

　

自
分
で
も
情
報
収
集
す
る
。

○
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

へ
相
談
す
る
。

…
商
工
課  

　

☎
43
‐
１
４
１
３　
　

　
　
　
　

熊
本
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
096
‐
383
‐
０
９
９
９

問
合
せ
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学 問訪校

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

Vol.57

あったかい　子育ての輪　
　 菊鹿中央保育園　☎４８‐２１０７

　私の夫は、中央保育園を卒園しています。また、３人
の子どもも、卒園、在園しています。他にも同じような
家族が多いことが、この園の特徴ではないでしょうか。
最初の子を預けたとき、「どこの嫁さんね？」と聞かれ、「床
屋の息子嫁です」と何度も答えたことを思い出します。
園を中心に保護者や祖父母の人たちとの交流が増え、子育
ての輪に少しずつとけ込むことができたように思います。
　現在、少子化により園児数も減少。しかし、以前より
保護者のつながりが強く、役員
以外でも行事などへの協力は積
極的です。また、祖父母との関
わりも多く、子どもたちは、あっ
たかい子育ての輪の中で元気に
過ごしています。

『大発見 !!』
　 米田保育園　☎４３‐１１５９

　自給自足がぴったりの畑。そこには生ゴミ肥料が入れ
られ、採れた野菜は元気いっぱいです。チンゲン菜は丁
寧に扱わないと折れますし、きゅうりも新鮮なので素手
ではいぼいぼが痛いほどです。常に自
分の長靴を置き、畑に行けるようにし
ています。野菜の育つようすがつぶさ
に分かり、収穫時は自慢げに野菜を
持っていきます。無農薬なので穴だら
けの野菜。子どもたちは、「青虫だ！」と虫探しを始め

ます。畑は、子どもたちの生活の場
であり、遊びの一部でもあります。
　先日、まびき大根を漬け物にして
給食に出すと「これは、ご飯に合う
なあ～」と、子どもの大発見でした。
育てて発見、食べて発見、たくさん
の発見をしている子どもたちです。

　　〜 冬 の 健 康 〜
Q・乳児嘔

お う と

吐下痢症（白色便性下痢症）
　　ってどんな病気？
A・ロタウイルスが胃腸に感染して起こる病気です。
　　11 月頃から 3 月までの寒くて乾燥した時期に
　　かかるので、冬の下痢の代表的なものに挙げら
　　れます。生後 2 〜 3 ヵ月過ぎから 3 才くらいの
　　子どもがかかります。軽い発熱、嘔吐、激しい
　　下痢が起こります。下痢は白っぽい米のとぎ汁
　　のようなうんちが一日に何回も出ます。合併症
　　がなければ嘔吐は１〜 2 日、下痢は 1 週間くら
　　いで治ります。脱水症になりやすいので、ベビー
　　用イオン飲料や湯冷ましなどを、
　　少しずつ何回も与えましょう。
　　また、おしりがただれたら、う
　　んちのたびにお湯でやさしく洗
　　いましょう。

小学校・中学校・高校の話題をお届け！
「やさしく　たくましく　かしこく
　　　　輝け！　稲田っ子」

稲田小学校

　北に日岡山、東に上内田川を有し、周囲を豊かな田んぼ
に囲まれ、校内はたくさんの木々や草花で緑がいっぱいで
す。すばらしい環境のもと、校訓「友愛（やさしく）　明朗（た
くましく）　勤勉（かしこく）」の子どもたちをめざして、
児童 108 人、職員 15 人で教育活動に取り組んでいます。
　そのような中で、最近の話題を２つ紹介します。まず、
一つ目は稲刈りです。11 月に、全校で行いました。秋晴れ
の中、稲作アドバイザー、稲光園児とともに楽しく刈りま
した。刈り取った稲は、架け干しして乾燥させ脱穀・籾すり・
精米をしました。

　米は 12 月６日のバザーに出品し、各地区での餅つきなど
に、使いました。今年は虫も少なく、例年にない豊作でした。
子どもたちは、収穫した喜びや自然とふれ合う楽しさを満
喫しました。
　２つ目は、理科・生活科自主研究発表会です。本年度も、
11 月 30 日に、２年と４年と５年が公開授業を行い、これ
までの研究の成果を多くの人たちに観ていただきました。
参観された先生から「元気のいい、はつらつとした子ども
たちでした」、「普段から子どもたちが野菜と関わり、体験
してきた思いがあり、感性が育っています」などの感想を
いただきました。

子育て支援センターを
　　　　「休日 OPEN」します！
　「子育て支援センター」では、１月から 3 月ま
で「休日 OPEN」を試行します。今月は、下記の
日程で「休日 OPEN」します。（来月からも、順
次広報でお知らせします）
　どなたでも、子どもさんと一緒に
お気軽においでください。
　なお、電話による「育児相談」も
行っていますのでご利用ください。

【１月の休日 OPEN】
　　９ 日㈯…鹿北子育て支援センター
　　10 日㈰…鹿央子育て支援センター
　　11 日㈷…山鹿・菊鹿子育て支援センター
　　16 日㈯…鹿北・鹿本子育て支援センター
　　17 日㈰…菊鹿子育て支援センター
　　23 日㈯…山鹿子育て支援センター
　　24 日㈰…鹿本子育て支援センター
　　30 日㈯…鹿央子育て支援センター
　　31 日㈰…鹿北子育て支援センター

▲年長児のお米研ぎ

▲畑のチンゲン菜
入っているかな〜

  遊びに
おいでよ！

『礎
いしずえ

を磨き　雄
ゆう

飛
ひ

す』

鹿本中学校
うれしさ百倍！　校舎がリニューアル・全国善行表彰
　６月より続いていた校舎の耐震工事が終了し、学校がき
れいになりました。工事の音や校舎内の薄暗さなども気に
なった時期もありましたが、様々な設備を改善していただ
き、生徒は集中力を欠かさず学習に取り組むことができま
した。今はリニューアルした校舎で、新たな気持ちで学校
生活を送っているところです。
　そのような中、本校では生
徒会三本柱である「さわやか
あいさつ運動・花いっぱい運
動・ボランティア活動」を掲
げ生徒会活動を積極的に進め
ているところです。その活動
をさらに勇気づけるうれしい
ニュースが飛び込んできまし
た。
　平成 21 年度全国社会貢献青少年表彰（善行青少年表彰）を、
１年生の富野真司君が受けました。この賞は、善行を行っ
た青少年が内閣府特命担当大臣から表彰されるものです。
11 月 30 日に、東京国立オリンピック記念青少年総合セン
ターにおいて行われた青少年育成全国大会で、全国 15 人の

代表として福島みずほ大臣から直接表彰されました。
　小学校時代よりボランティア活動で地域のごみ拾いや除
草活動、さらに地区で開催されている「花いっぱい運動」
に大人に混じって参加し、道路沿いの花壇に花を植えたり、
水かけや草取りなどをしたりしてきました。また、中学校
に入学してからも朝のあいさつ運動や校内外ボランティア
活動に先頭になって頑張っています。こうした功績が認め
られて、今回の受賞となりました。
　これからも『礎を磨き　雄飛す』の校訓のもと、さらに
生徒会活動を充実させていきます。
郡市中学校駅伝競走大会女子の部初優勝　県大会へ出場
　10 月 27 日に山鹿カルチャースポーツセンターで行われ
た、郡市中体連駅伝競走大会において女子チームが見事初
優勝を果たし、11 月 17 日の県大会へ出場しました。県大
会では総合で 12 位という結果でしたが、生徒たちは結果よ
りもみんな自分の力を精一杯発揮できたという、充実感で
いっぱいでした。１年生も多いチームでしたので来年につ
ながる学びも
で き ま し た。
多くの声援あ
りがとうござ
いました。

▲郡市中学校駅伝

▲生徒会三本柱

今ではめずらしい▶
架け干しに挑戦

◀やる気満々
　田植えです

公開授業風景の
ようす
◀ ２年生活科
◀４年事前研

▼ ５年理科

▲地域との交流
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お
知
ら
せ

January

１ 月

案内板
子
ど
も
医
療
費
助
成
が

　
　
　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
は
、
こ

れ
ま
で
０
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
１
月

１
日
か
ら
子
ど
も
医
療
費
助
成
と
名
称

を
変
更
し
、
12
歳
（
小
学
校
６
年
生
の

３
月
31
日
）
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。

対
象
児
童
が
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場

合
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
申
請
を
し

ま
す
と
、
１
月
診
療
分
か
ら
医
療
機
関

で
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
が
全
額
助
成

に
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、保
険
外
費
用
、

高
額
医
療
費
対
象
額
、
保
険
付
加
給
付

額
を
除
く
）
申
請
に
は
、
領
収
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
対
象
と
な
る
小
学
生
の
保
護

者
は
、
子
ど
も
医
療
費
認
定
の
た
め
の

申
請
が
必
要
で
す
。
12
月
下
旬
～
１
月

に
か
け
て
、
認
定
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
対
象
児
童
の
保
険
証
、
お
よ

び
受
給
者
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
乳
幼
児
医
療
費
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
児
童
は
、
12
歳
ま
で
対

象
期
間
が
延
長
し
ま
す
が
、
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
子
育
て
支
援
課

　

☎
43
‐
１
５
１
４

２
０
１
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

２
月
１
日
現
在
で
「
農
林
業
の
国
勢

調
査
」
と
い
わ
れ
る
「
２
０
１
０
年
農

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（e

-ta
x

）」
を
ご
利
用
の
人
へ

　

前
年
、
自
宅
や
申
告
会
場
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（e-tax)

」
で
申
告
し
た
人
お
よ

び
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て

申
告
し
た
人
は
、
平
成
21
年
分
の
確
定

申
告
か
ら
、

①
確
定
申
告
関
係
書
類
は
送
付
い
た
し

　

ま
せ
ん
。

②
平
成
21
年
分
の
申
告
が
必
要
と
思
わ

　

れ
る
人
は
、
申
告
時
に
必
要
な
情
報

　

を
記
載
し
た
「
お
知
ら
せ
は
が
き
」

　

を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
下
旬
か
ら
、
山
鹿
税
務

署
お
よ
び
市
役
所
窓
口
に
確
定
申
告
関

係
書
類
を
備
え
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
税
務
署

　

☎
44
‐
２
１
８
１

※
音
声
案
内
後
、「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ

問
合
せ

投
稿

み
ん
な
で
育
て
よ
う
山
鹿
の
子
た
か
ら

　
　

私
立
保
育
士
会　

山
鹿
支
部
さ
ん

　

11
月
８
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
と
し
て
、
山
鹿
の
街
中
の
ゴ
ミ
拾

い
等
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
毎
回
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
、
家
庭
ゴ
ミ

な
ど
い
ろ
ん
な
ゴ
ミ
が
あ
り
驚
か
さ
れ

ま
す
。

　
『
み
ん
な
で
育
て
よ
う
山
鹿
の
子た
か
ら』

を
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る
よ

う
に
、
私
た
ち
周
り
の
大
人
（
子
ど
も

に
と
っ
て
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
こ
と
で
、
何
か
を
感
じ
て
く
れ
た

ら
・
・
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間
。
子

ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
る

地
域
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
捨
て
て
あ
り
、

「
何
で
捨
て
る
ん
だ
ろ
う
ね
」「
捨
て
た

ら
ダ
メ
だ
よ
ね
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

鹿
本
中
学
校
の
校
門
へ

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

青
木　

美
恵
子
さ
ん
（
80
歳
）

　

あ
る
日
散
歩
し
て
鹿
本
中
の
校
門
の

前
へ
来
る
と
、
の
ぼ
り
旗
が
ひ
ら
ひ
ら
と

何
か
書
い
て
あ
り
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、

・
お
は
よ
う
で　

そ
の
日
の
ス
タ
ー
ト

　

気
持
ち
よ
く

・
こ
ん
に
ち
は　

広
が
る
笑
顔　

　

伝
わ
る
心

・
あ
り
が
と
う　

そ
の
気
持
ち
だ
け
で

　

胸
い
っ
ぱ
い

な
ど
と
俳
句
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
翌

日
鉛
筆
と
紙
を
持
っ
て
行
き
、
書
き
写

し
て
家
の
壁
に
貼
っ
て
お
り
ま
す
。
保

護
者
の
皆
さ
ま
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
本
当
に
こ
の
句
の
よ
う
に
あ
り
た

い
も
の
で
す
。
鹿
本
中
学
の
皆
さ
ん
、
こ

の
よ
う
な
気
持
ち
で
学
問
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
。

投
稿

投
稿

熊
本
県
堆
肥
共
励
会
受
賞
報
告

嘱
託　

木
庭　

智
さ
ん

　

山
鹿
市
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
出
品

の
堆
肥
（
野
草
混
合
）
は
、
県
下
一
円

か
ら
出
品
の
あ
っ
た
130
点
の
中
か
ら
、

最
高
の
一
位
（
最
優
秀
賞
）
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

山
鹿
市
は
県
下
有
数
の
農
業
地
帯
で

あ
り
、
米
を
始
め
イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、

ス
イ
カ
、
菊
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
あ

り
、
そ
の
品
目
に
あ
っ
た
堆
肥
の
供
給

は
も
と
よ
り
、
堆
肥
の
使
命
で
あ
る
①

増
収
効
果
②
生
産
安
定
③
品
質
向
上
が

達
成
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
り

農
家
所
得
の
向
上
が
図
ら
れ
て
始
め

て
、
こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
存

在
意
義
が
達
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
単
に

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
は
家
畜
排
泄
物

等
の
適
切
処
理
・
還
元
が
で
き
て
も
合

格
点
は
い
た
だ
け
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
さ
に
農
業
生
産
の
基
礎
・
基

盤
の
確
立
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
良
質
堆
肥
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ

た
活
動
を
展
開
し
、
関
係
者
一
同
さ
ら

な
る
研
鑽
を
つ
み
、
賞
に
恥
じ
な
い
よ

う
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

投
稿

み
ん
な
と
楽
し
く
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

綾
部　

勝
一
さ
ん

　

今
年
度
に
で
き
た
チ
ー
ム
で
す
が
、

本
格
的
な
競
技
チ
ー
ム
と
し
て
心
身
と

も
に
鍛
え
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
元
気
の

あ
る
子
大
歓
迎
！
体
験
・
見
学
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

募
集
対
象
▽
小
学
生
か
ら
中
学
生

練
習
日
▽
週
３
日

練
習
場
所
▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ま
た
は
山
鹿
市
総
合
体
育
館

時
間
▽
午
後
６
時
～
８
時（
変
更
あ
り
）

…
綾
部

☎
０
９
０
‐
７
１
６
４
‐
４
３
９
４

申
込
・
問
合
せ

○ 70 歳以上の人が運転免許証を更新する場
　合は、自動車学校で高齢者講習を受け、高
　齢者講習終了証明書を持参のうえ、警察署
　または運転免許センターで更新しなければ
　なりません。
○高齢者講習の通知は、誕生日の約６ヵ月前
　に公安委員会から受講通知のハガキが届き
　ます。

70歳以上の人が運転免許証を更新する場合は高齢者講習が必要です
○公安委員会から受講通知が届いたらすぐに
　自動車学校に電話をして、高齢者講習の予
　約をしてください。予約をしないと高齢者
　講習を受けることができません。

…菊池自動車学校
　　　　　☎ 0968‐２４‐２１２１

…城北自動車学校
　　　　　☎ 0968‐３８‐２８５１

申込受付

申込受付

離
職
に
よ
っ
て
住
居
を
喪
失
ま

た
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
人
へ

　

10
月
か
ら
、
左
記
対
象
者
の
人
に
、

６
カ
月
間
を
限
度
と
し
て
住
宅
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
確
保
・
就

労
支
援
員
に
よ
る
就
労
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す
。

対
象
者
▽
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
２
年
以
内
に
離
職
し
、
か
つ
離
職
前

　

に
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
人

②
住
宅
を
喪
失
、
ま
た
は
喪
失
の
恐
れ

　

が
あ
る
人

③
原
則
と
し
て
収
入
が
な
い
人

　

※
一
時
金
的
収
入
が
あ
る
場
合
に

　
　

は
、
同
居
親
族
の
収
入
の
合
計
が

　
　

次
の
金
額
以
下

　
　
単
身
世
帯
：
８
万
４
千
円

　
　
複
数
世
帯
：
17
万
２
千
円

　

※
同
居
親
族
の
預
貯
金
合
計
が
次
の

　
　

金
額
以
下

　
　
単
身
世
帯
：
50
万
円

　
　
複
数
世
帯
：
100
万
円

…
福
祉
課　

☎
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

投
稿

（
財
）
小
原
流
熊
本
北
支
部

　
　

創
立
三
十
周
年
記
念
行
事

日
時
▽
１
月
24
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▽
Ｊ
Ａ
鹿
本
会
館　

２
階

内
容
▽
記
念
式
典
、
講
習
会

　
　
　

い
け
花
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
す

会
費
▽
１
、０
０
０
円

…
石
本
康
代

☎
44
‐
３
１
０
９

ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
大

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
山
鹿
に
住
む
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
環
境
と

な
る
よ
う
続
け
て
い
き
、
こ
の
輪
を

も
っ
と
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしかっ
たこと、知ってもらいたいこと、
イラスト、写真など、文章の長短、
ジャンルは問いません。
お待ちしています！
■送付先（持参も OK です）
〒 861-0592　山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

　

２
月
１
日
㈪
は
、
市
民
税
第
４
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
10
期
の
納
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
１
月
の
夜
間
収
納
窓
口
】

日
時
▽
１
月
27
日
㈬
・
28
日
㈭
・
29
日
㈮

　
　
　

午
後
５
時
半
～
８
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保
育

料
・
介
護
保
険
料
等
の
納
付
を
す
る
方

は
、必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

…
税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

お
よ
び
夜
間
収
納
窓
口

問
合
せ

問
合
せ

▶こんなにゴミが集まりました

林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政

策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実

施
す
る
き
わ
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　

１
月
下
旬
か
ら
、
農
林
業
を
営
ん
で

い
る
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
伺

い
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…
県
統
計
調
査
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
７
９

　
　
　
　

市
企
画
課

　

☎
43
‐
１
１
１
４

問
合
せ

広報やまが　年間購読 ★★

　平成 22 年度広報やまがの年間購読の申込みを受
け付けします。親戚や知人に読みたい人がいる場合
にご利用ください。郵送でお届けします。
年間購読料▽ 1,000 円（Ｈ 22 年４月～Ｈ 23 年３月）
※申込方法は、お尋ねください。

…秘書課　　 ☎４３‐１１１２申込・問合せ

▶表彰状を手にする木庭さん



広報やまが　2010.1.1　2223　2010.1.1　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉

〈 

有
料
広
告 

〉 大型大型コインランドリーさんご
大物洗い⇒毛布・こたつ布団・カーペットカバーなど
ざぶざぶ丸洗いで清潔！！　ガス乾燥でふわふわ！！
※時間を有効に使いたい方、出勤前に御来店の方、洗濯物をたたんでおきます。
毛布などの洗濯から乾燥まで代行します！お気軽にお申し付け下さい。　山鹿市寺島１３５５　☎４１－４００３

至平山温泉
至
鹿
北

国
道
三
号

至
山
鹿

岩　
野　
川

旧
三
号

セブン
イレブン
　　さん

池田橋

Aコープさん

三岳
保育園さん

　

募　

集

★

日時▷１月 14 日㈭（要予約）
　　　14：00 ～ 16：00
場所▷山鹿保健所
嘱託医▷山鹿回生病院

…山鹿保健所
　　　　☎４４‐４１２１

精神保健相談 ★ ★
日時▷毎週水曜日
　　　9：00 ～ 11：30 受付
場所▷山鹿健康福祉センター

…いきがい推進課
　　　　☎４３‐００５２

障がい者・児相談 ★

問合せ

★

日時▷第２・４火曜日
　　　9：00 ～ 12：00
場所▷菊鹿総合支所

…菊鹿総合支所市民生活課
　　　　☎４８‐３１１１

障がい者・児
ふれあい相談 ★

問合せ問合せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

　

①
一
般
相
談
▽
１
月
８
日
㈮

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
１
月
15
日
㈮

　

③
心
の
悩
み
相
談
▽
１
月
22
日
㈮　

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

社
協
山
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

　

①
一
般
相
談
▽
１
月
７
日
㈭

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
１
月
14
日
㈭

　

③
法
律
相
談
▽
１
月
21
日
㈭
要
予
約

　
　
　
　

①
と
②　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　

③　

午
前
10
時
～
正
午

　

場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
６
９
６

心
配
ご
と
相
談

【
菊
鹿
】　

　

①
一
般
相
談
▽
１
月
６
日
㈬

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
１
月
13
日
㈬

　

③
警
察
相
談
▽
１
月
20
日
㈬
要
予
約

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

　

①
一
般
相
談
▽
１
月
５
日
㈫

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
１
月
12
日
㈫

　

③
消
費
生
活
相
談
▽
１
月
19
日
㈫　

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　

場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
１
月
４
日
㈪

　

②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
１
月
18
日
㈪

　

③
司
法
相
談
▽
１
月
25
日
㈪　
　
　

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　

場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
36
‐
３
８
１
１

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す
。

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

　

相
談
は
無
料
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▽
青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課　

☎
43
‐
１
４
１
３

消
費
生
活
相
談

問
合
せ

　

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

　

青
色
申
告
記
帳
相
談
な
ど
そ
の
他
、

税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
相
談
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
▽
１
月
14
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時
半

場
所
▽
鹿
北
公
民
館

…
鹿
北
総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談

問
合
せ

　
相
　
談

　

年
金
事
務
所
（
社
会
保
険
事
務
所
）

の
専
門
官
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所
▽
１
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

　
　
　
　
　
　

市
役
所
１
階　

会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

…
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
３
０

年
金
事
務
所
出
張
相
談

問
合
せ

　

県
調
停
協
会
連
合
会
が
、
毎
年
県
内

を
巡
回
し
て「
無
料
調
停
相
談
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

日
時
▽
１
月
28
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▽
山
鹿
市
中
央
公
民
館

相
談
担
当
者
▽
弁
護
士
、
民
事
・
家
事

　
　
　
　
　
　

調
停
委
員

相
談
内
容
▽
土
地
、
建
物
、
金
銭
、
家

　
　
　
　
　

庭
内
の
問
題　

な
ど

…
山
鹿
調
停
協
会（
山
鹿
簡
易
裁
判
所
内
）

☎
44
‐
２
４
２
３

無
料
調
停
相
談

問
合
せ

　

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
（
飲
食
関
係
営

業
、
食
肉
販
売
業
、
理
・
美
容
業
、
旅
館

ホ
テ
ル
業
、
公
衆
浴
場
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
業
な
ど
）
お
よ
び
、
今
ま
で
の
経
験
・

技
術
を
生
か
し
て
独
立
開
業
を
予
定
の
人

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
１
月
25
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

経
営
無
料
相
談
（
生
衛
業
）

　

法
律
問
題
の
相
談
と
予
防
に
、
弁
護

士
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日
時
▽
毎
週
水
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所
▽
山
鹿
市
中
央
公
民
館

※
相
談
料
な
ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く

　

だ
さ
い
。

…
熊
本
県
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
２
５
‐
０
０
０
９

山
鹿
・
菊
池
地
区

　
　
　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ

ノロウィルス食中毒に注意しましょう！！ ★★

○生ものを食べることを極力避け、85℃１分以上
　加熱調理しましょう。
○ウィルスを洗い流すため、調理前後トイレやお
　むつ交換、ペットをさわった後などは、必ず　
せっけんでよく手を洗いましょう。
○調理器具や調理台は、いつも清潔にしましょう。

…山鹿保健所　　４４‐４１２１問合せ

公
売
方
法
▽
一
般
競
争
入
札

売
却
条
件
等
▽
事
業
実
施
の
際
に
は

　
　

近
隣
住
民
へ
配
慮
を
行
う
ほ
か
、

　
　

暴
対
法
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

　
　

等
の
利
用
お
よ
び
風
営
法
に
規

　
　

定
す
る
風
俗
営
業
等
の
用
に
供

　
　

す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。

物
件
▽

【
財
政
課
分
】

名
称
：
杖
杉
（
４
筆
）

所
在
地
：
山
鹿
字
切
嶋
２
０
４
６
番

　
　
　
　

山
鹿
字
杖
杉
２
０
５
９
番
１

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

場
所
▽
山
鹿
保
健
所

相
談
員
▽
中
小
企
業
診
断
士
、
税
理
士
、

　
　
　
　

経
営
指
導
員

相
談
内
容
▽
○
経
営
相
談

　
　
　
　
　

○
融
資
相
談

　
　
　
　
　

○
税
務
相
談

…(

財)

熊
本
県
生
活
衛
生

　
　
　
　
　
　
　

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
６
２
‐
３
０
６
１

　
　
　
　

石
字
沖
１
２
２
６
番
１

　
　
　
　
　

同
所
１
２
２
６
番
２

地
目
：
雑
種
地

面
積
：
２
、４
３
７
㎡

用
途
指
定
：
無
指
定

建
ぺ
い
率
：
70
％

容
積
率
：
200
％

予
定
価
格
：
１
、０
３
０
、０
０
０
円

申
込
締
切
：
１
月
29
日
㈮
午
後
３
時

入
札
日
時
：
３
月
11
日
㈭
午
後
１
時
半

入
札
場
所
：
市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

…
財
政
課

　
　

☎
43
‐
１
１
１
９

【
農
林
企
画
課
分
】

名
称
：

①
鹿
本
町
え
の
き
茸
栽
培
施
設
の
１

②
鹿
本
町
え
の
き
茸
栽
培
施
設
の
２

所
在
地
：

①
鹿
本
町
来
民
字
本
池
１
７
８
９
番
１

　
　
　
　

同　

所　
　

１
７
９
０
番
１

②
鹿
本
町
来
民
字
本
池
１
３
８
５
番
５

地
目
：
①
宅
地　

②
宅
地

面
積
：
①
１
、４
４
３
㎡
１
５

　
　
　

②
５
０
４
㎡
４
６

建
築
物
：（
構
造
等
は
入
札
案
内
書
記
載
）

①
建
物
４
棟
（
計
８
１
８
㎡
８
０
）

②
建
物
１
棟
（
１
７
０
㎡
０
０
）

予
定
価
格
：
①
４
、３
０
０
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

②
１
、４
８
０
、０
０
０
円

申
込
締
切
：
１
月
29
日
㈮
午
後
３
時

入
札
日
時
：
３
月
11
日
㈭
午
後
２
時

入
札
場
所
：
市
役
所
別
館
２
階
会
議
室

…
農
林
企
画
課

　
　

☎
43
‐
１
５
３
２

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、入
札
案
内
書（
そ

　

れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
配
布
）
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

建
設
工
事
等
指
名
願
い
の
追
加

受
付
を
行
い
ま
す

　

市
が
22
年
度
に
行
な
う
建
設
工
事
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
申

請
書
の
受
付
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
▽
２
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

受
付
場
所
▽
総
務
課
監
理
検
査
室（
３
階
）

提
出
書
類
▽
Ａ
４
版
の
フ
ァ
イ
ル

（
焼
却
で
き
る
も
の
、
ま
た
表
紙
お
よ

び
背
表
紙
に
商
号
又
は
名
称
を
記
入
）

①
参
加
資
格
審
査
申
請
書

②
工
事
経
歴
書
・
委
託
経
歴
書

③
営
業
所
一
覧
表

④
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

⑤
建
設
業
許
可
証
明
書

　

測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
登
録
証

⑥
商
業
登
録
簿
謄
本
（
法
人
）

　

ま
た
は
身
元
証
明
書
（
個
人
）

⑦
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）(

写
し)

⑧
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

⑨
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

⑩
技
術
職
員
名
簿

⑪
営
業
用
機
器
調
書

⑫
建
退
共
加
入
証
明
書

⑬
労
災
保
険
支
払
証
明
書

⑭
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書

⑮
委
任
す
る
場
合
委
任
状
（
原
本
）

⑯
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
を
証
す
る
書
類（
写
し
）

⑰
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
登
録
を
証
す
る

　

書
類
（
写
し
）

　

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ

　

い
て
は
①
～
③
⑤
～
⑪
⑮
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

⑯
⑰
は
取
得
ま
た
は
登
録
し
て
い
る

業
者
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

…
総
務
課
監
理
検
査
室

☎
43
‐
１
１
１
８

　ノロウィルスによる食中毒や感染性胃腸炎が増
えています。
　ノロウィルスは手指や食品などを介して感染
し、嘔

お う と

吐、下痢、腹痛などを起こします。特に子
どもや高齢者は、成人よりもノロウィルスに感染
した場合、重篤化しやすいので注意が必要です。
　ノロウィルスによる食中毒を防ぐには、「加熱」

「手洗い」「消毒」をしっかり行いましょう。

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ



広報やまが　2010.1.1　2425　2010.1.1　広報やまが

募
集
人
員
▽
45
人
程
度

募
集
期
間
▽
１
月
25
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　

～
２
月
12
日
㈮

申
込
方
法
▽
受
講
願
書
に
必
要
事
項
を

　
　
　
　

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

選
考
方
法
▽
書
類
審
査
の
う
え
面
接
を

　
　
　
　
　

行
い
、
受
講
者
を
決
定

受
講
料
▽
無
料
（
た
だ
し
、
教
科
書
、

　
　
　
　

資
料
代
等
は
実
費
）

…
〒
８
６
１
‐
１
１
１
３

　
　
　
　
　
　
　

合
志
市
栄
３
８
０
５

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
（
研
修
部
）

☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
１
１
８
８

〈 

有
料
広
告 

〉

〈 

有
料
広
告 

〉

〒861-1104
熊本県合志市御代志 854 番地
TEL：096-242-1021
FAX：096-242-1022
Mail：info@nozawakk.com

新築注文住宅
ローコスト住宅
リフォームをご提案

新築注文住宅
ローコスト住宅
リフォームをご提案

日時▽３月 21 日㈷８：00 ～受付
会場▽あんずの丘
種目▽ 1.5 ㎞の部　親子ペア
　　   （小学生以下と保護者など）
　　　 ３㎞の部　小学生以上
　　　 ５㎞の部　中学生以上
　　　10 ㎞の部　高校生以上

第 1 5 回 あ ん ず の 丘 マ ラ ソ ン 大 会 　 春 一 番 　 楽 走 カ ー ニ バ ル ★★

参
加
資
格
▽
小
学
生
以
上
で
健
康
に

　
　
　

自
信
の
あ
る
人
（
中
学
生
以
下

　
　
　

は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
）

日
時
▽
２
月
20
日
㈯

会
場
▽
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー

　
　
　

ツ
セ
ン
タ
ー

受
付
場
所
：
山
鹿
市
総
合
体
育
館
裏

　
　
　
　
　

  

親
子
広
場

種
目
▽

参
加
料
▽
小
学
生　
　
　

500
円

　
　
　
　

中
学
生
以
上　

800
円

　
　

※
大
会
当
日
、
受
付
時
に
支
払
い

申
込
方
法
▽
参
加
申
込
書
に
必
要
事

　
　
　
　

項
を
記
入
し
、
郵
送
、
持
参
、

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い

※
当
日
申
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
参
加
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

申
込
締
切
▽
２
月
８
日
㈪

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

…
や
ま
が
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
43
‐
０
０
９
３
・
�
43
‐
０
０
９
１

２
０
１
０　

第
２
回
や
ま
が

　
　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

【
か
ず
ら
編
み
体
験
】

期
間
▽
１
月
11
日
㈷
～
２
月
下
旬

　
　
　

受
付
は
、
午
後
３
時
ま
で

参
加
料
▽
一
人　

２
、０
０
０
円

　
　
（
体
験
料
、
保
険
料
、
材
料
代
）

※
山
に
か
ず
ら
を
採
り
に
い
く
体
験
も

　

あ
り
ま
す
。（
要
予
約
）

…
木
遊
館

　
　

☎
32
‐
２
１
５
０

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ご
を
編
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

申
込
・
問
合
せ

平 成 2 1 年 度 山 鹿 市 職 員 採 用 試 験（ 看 護 師 ２ 次 募 集 ）

職種▷看護師・准看護師（９人程度）
　　　昭和 34 年４月２日以降生まれ
試験日▷平成 22 年２月６日㈯
試験会場▷山鹿市中央公民館
募集締切▷１月 29 日㈮（土日祝日、
年末年始を除く８：30 ～ 17：00）

★★

「
邪
馬
台
国
と
方
保
田
東
原
遺
跡

の
謎
に
迫
る
」
講
演
会
・
映
画
上
映

　

邪
馬
台
国
は
山
鹿
市
に
あ
っ
た
？

日
本
古
代
史
最
大
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

日
時
▽
２
月
７
日
㈰

　
　

午
後
２
時
半
開
場
・
３
時
開
演

会
場
▽
八
千
代
座

内
容
▽

【
講
演
会
】
吉
野
ヶ
里
遺
跡
を
発
掘
し

た
邪
馬
台
国
九
州
説
の
第
一
人
者
、

高
島
忠
平
先
生
（
佐
賀
女
子
短
期
大

学
学
長
）
に
、
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
映
画
上
映
会
】
吉
永
小
百
合
主
演

　
　
　
　
「
ま
ぼ
ろ
し
の
邪
馬
台
国
」

入
場
料
▽
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

申
込
方
法
▽
博
物
館
、
出
土
文
化
財

　

管
理
セ
ン
タ
ー
、
山
鹿
市
中
央
公

　

民
館
、
各
分
室
で
整
理
券
を
配
布

　

し
ま
す
。（
１
月
５
日
㈫
～
31
日
㈰
）

※
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

…
山
鹿
市
出
土
文
化
財

　
　
　
　
　
　

  

管
理
セ
ン
タ
ー

☎
46
‐
５
５
１
２

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
大
会

日
時
▽
２
月
14
日
㈰

　
　
　

午
前
６
時
～　

受
付

　
　
　

午
前
11
時
半　

検
量

　
　
　

午
後
１
時　
　

表
彰
・
閉
会
式

場
所
▽
竜
門
ダ
ム
一
帯

参
加
費
▽
500
円
（
昼
食
代
含
む
）

参
加
者
▽
ど
な
た
で
も
（
小
中
学
生
の

　
　
　
　

場
合
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
人
数
▽
先
着
200
人
（
要
予
約
）

申
込
締
切
▽
２
月
５
日
㈮

※
釣
鑑
札
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
当
日

　

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
釣

　

鑑
札
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
別
途

　

500
円
が
必
要
で
す
。（
中
学
生
以
下

　

は
釣
鑑
札
代
不
要
）

※
ダ
ム
の
水
位
に
よ
り
中
止
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

…
菊
池
川
漁
業
協
同
組
合

 

☎
43
‐
２
３
６
９

資
格
▽
原
則
と
し
て
50
歳
以
上
で
、
日

　
　
　

常
的
に
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
、

　
　
　

講
座
修
了
後
に
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ

　
　
　

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
Ｉ
Ｔ
普
及

　
　
　

活
動
を
行
う
意
欲
の
あ
る
人

開
催
日
▽
１
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫
・

　
　
　
　
　
　

27
日
㈬
・
29
日
㈮

場
所
▽
熊
本
県
立
玉
名
工
業
高
校

　
　
　
　
（
玉
名
市
岱
明
町
下
前
原
）

募
集
期
間
▽
１
月
４
日
㈪
～
20
日
㈬

※
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　

新
着
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

…
県
高
齢
者
支
援
総
室

　
　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
１
５

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ゴ
ミ
の

種
類
も
増
え
、
分
別
も
難
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
家
庭
で
の
分
別
が
間
違
い

な
く
で
き
る
よ
う
講
習
会
を
し
ま
す
。

期
日
▽
１
月
20
日
㈬
午
後
１
時
半
～

場
所
▽
山
鹿
市
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康

　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

対
象
者
▽
60
歳
以
上
の
人

内
容
▽
・
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
と
仕
分
け

　
　
　

・
新
聞
を
利
用
し
た
マ
イ
バ
ッ

　
　
　
　

ク
の
作
り
方

募
集
人
員
▽
30
人
（
先
着
）

申
込
締
切
▽
1
月
19
日
㈫

…
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
44
‐
１
８
５
０

山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

セ
ン
タ
ー
「
掃
除
講
習
会
」

　

山
鹿
市
が
全
国
に
誇
る
和
紙
の
伝

統
工
芸
品
を
、
あ
な
た
も
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象
者
▽
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で

            

き
る
人

期
間
▽
２
月
２
日
㈫
～
２
月
23
日
㈫

　
　
　

毎
週
火
曜
日
（
４
回
）

　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

場
所
▽
鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定
員
▽
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費
▽
１
、０
０
０
円

申
込
締
切
▽
１
月
27
日
㈫

…
商
工
課☎43

‐
１
４
１
３

来
民
う
ち
わ
製
作
教
室

起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

お
よ
び
交
流
会

　

熊
本
県
異
業
種
交
流
協
議
会
で
は
、

熊
本
労
働
局
の
委
託
を
受
け
て
、
セ

ミ
ナ
ー
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

よ
り
身
近
に
「
起
業
」
を
感
じ
ら
れ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
起
業
へ
の
扉
を

た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
▽
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
起
業

　
　
　

 

予
定
者

日
時
▽
１
月
26
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

会
場
▽
玉
名
市
民
会
館

内
容
▽
起
業
成
功
者
体
験
談
発
表
、　

　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
、
交
流
会

定
員
▽
20
人

参
加
費
▽
無
料

…
熊
本
県
異
業
種
交
流
協
議
会

☎
０
９
６
‐
３
３
８
‐
６
９
４
４

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

　

新
規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

【
実
践
講
座
】（
概
ね
63
歳
以
下
）

対
象
者
▽
県
内
在
住
で
農
業
を
始
め

　
　

て
間
も
な
い
、
ま
た
は
こ
れ
か

　
　

ら
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
人

　
　

で
、
本
格
的
な
農
業
を
目
指
す
人

研
修
期
間
▽
４
月
～
12
月

　
　
　
　
　

受
講
日
：
毎
週
２
日

内
容
▽

①
野
菜
・
米
麦
栽
培
な
ど
に
関
す
る

　

基
礎
技
術
の
講
義
お
よ
び
実
習

②
営
農
計
画
方
法
、
農
業
機
械
、
農

　

産
物
流
通
、
農
地
・
農
業
金
融
制
度
、

　

農
業
簿
記
な
ど

③
農
家
派
遣
実
習
（
11
月
に
18
日
間
）、

　

先
進
事
例
視
察

※ 1.5 ㎞と５㎞または 10 ㎞の
　ダブルエントリー可
参加料▽高校生以上　　３千円
　　　　小・中学生　　　千円
　　　　1.5 ㎞の部　一人８百円
　　　　※ すべて保険料込み
申込締切▽２月 15 日㈪

申込方法▽大会事務局に備え付け
　　の「払込取扱票」に記入し、
　　参加料を添えて郵便局で手続
　　きしてください。

…あんずの丘マラソン大会事務局
　　（菊鹿総合支所市民生活課内）
　　☎４８‐３１１１

申込・問合せ

種　　目 距離
小学生　　　女子 ２㎞
小学生　　　男子 ２㎞
中学生　　　女子 ３㎞
中学生　　　男子 ４㎞
中学生以上　女子 ２㎞
中学生以上　男子 ２㎞
高校生以上　女子 ４㎞
高校生以上　男子 ６㎞

平
成
21
年
度　

第
２
回

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

た
け
ん
こ
オ
ー
ナ
ー
募
集
！

　

鹿
北
の
緑
あ
ふ
れ
る
山
あ

い
の
竹
林
で
、
１
年
を
通
し

て
竹
切
り
や
農
作
業
、
た
け

の
こ
掘
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
！
定

期
的
に
地
元
の
た
け
の
こ
農
家
が
講

習
会
を
行
い
ま
す
。
掘
っ
た
た
け
の

こ
は
、
す
べ
て
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

場
所
▽
鹿
北
町
多
久
（
荒
平
）

区
画
▽
10
区
画
（
１
区
画
：
約
250
㎡
）

　
　
　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

借
地
料
▽
１
区
画
：
年
体
験
料
１
万
円

（
初
年
度
の
み
登
録
料
を
別
途
１
万
円
）

申
込
締
切
▽
１
月
15
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
木
遊
館

　
　

☎
32
‐
２
１
５
０

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

※申込書は、職員課で配布します。
　必要事項を記入後、持参または郵送に
　より提出してください。

…職員課　　☎４３‐１１１３
〒 861 － 0592　山鹿市山鹿 978

申込・問合せ
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仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室
⃞▶一　般
①正・准看護師　16 万 8 千円　②介護職員　12 万 3 千円～
　③保育士　15 万円～　④事務職員　13 万円～　⑤営業員
　18 万円～　⑥調理員　11 万 9 千円　⑦接客員　12 万 2 千
円～　⑧大型ダンプ運転手　20 万円～　⑨タクシー乗務員
　10 万円　⑩溶接工員　17 万 5 千円～　⑪食品加工員　12
万 6 千円　⑫配管工員　18 万円～　⑬土木作業員　19 万 5
千円

⃞▶パート
①正・准看護師　時給 830 円～　②介護職員 　時給 700 円～
③レジ係員　時給 785 円　 ④営業員　時給 800 円～　⑤接客
係員　時給 670 円　⑥送迎運転手　時給 850 円　⑦菓子製造
工員　時給 640 円～　⑧清掃員　時給 800 円　
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採用済みの
場合もあります。職業相談室は、勤労青少年ホーム１階（市役
所裏中央公民館となり）です。　　      　　☎ ４３‐１７２４

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室   43‐1118問合せ

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）
11/ ４ 平成 21 年度　津袋地区汚水管渠築造工事（３号） 鹿本町津袋地内 ㈲澤建設 8,610,000
11/ ４ 災補河第 109 号合瀬川災害復旧工事 菊鹿町松尾地内 ㈲渡辺善建設 5,397,000
11/ ４ 災補道第 122 号入道１号線災害復旧工事 鹿北町多久地内 荒川建設㈱ 5,775,000
11/ ４ 災補道第 128 号道場酒造野線災害復旧工事 菊鹿町池永地内 ㈱波多野建設 5,460,000
11/ ４ 災補道第 137 号・138 号七夕岩倉線災害復旧工事・七夕岩倉線単独災害復旧工事 鹿央町岩原地内 ㈲上村建設 7,119,000
11/ ４ 鶴山線単独災害復旧工事 城地内 ㈱戸上建設 5,565,000
11/ ４ 橋場中ノ丁線道路整備工事 南島地内 ㈱村井建設 16,359,000
11/ ４ 南古閑本池線道路整備工事 鹿本町来民地内 ㈲古澤建設 9,502,500
11/ ４ 十三部中央線道路整備工事 古閑地内 下田商事 9,415,350
11/ ４ 古閑高校線道路整備工事 古閑地内 下田商事 9,642,150
11/ ４ 畑中川河川改良工事 鹿北町芋生地内 ㈲草野建設 6,856,500
11/ ５ 木戸前広場整備工事 山鹿地内 ㈱牧野組 6,405,000
11/ ５ 平成 21 年度　グリーンパルス宅内配管設備工事 菊鹿町下永野地内 ㈲野田設備工業 7,633,500
11/ ５ 平成 21 年度　菊鹿東部Ⅱ期地区中継ﾎﾟﾝﾌﾟ施設（その１）工事 菊鹿町池永地内 熊本利水工業㈱ 20,132,700
11/ ５ 平成 21 年度　菊鹿東部Ⅱ期地区中継ﾎﾟﾝﾌﾟ施設（その２）工事 菊鹿町上永野地内 九州ﾌﾟﾗﾝﾄ技研㈱ 19,005,000
11/24 中古閑地区排水路整備工事 中地内 ㈲阿蘇品組 22,270,500
11/24 平成 21 年度　合流式下水道緊急改善工事（1 工区） 新町地内 ㈱戸上建設 29,820,000
11/24 平成 21 年度　杉１号ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ施設工事 杉地内 ㈱昭電社 18,270,000
11/24 平成 21 年度　南島汚水枝線管渠築造工事（６号） 南島地内 ㈲佐間野土木 10,678,500
11/24 平成 21 年度　中配水池老朽管更新工事 中地内 日創立花㈱ 22,890,000
11/24 平成 21 年度　大宮通老朽管更新工事（その１） 大宮通地内 ㈱誠工社　山鹿支店 28,140,000
11/24 平成 21 年度　大宮通老朽管更新工事（その２） 大宮通地内 ㈱九電工　山鹿営業所 24,202,500

入札結果の報告（11 月分）

１月

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
　までどうぞ（☎４４‐４００４）

開催日 行　事　名 時間 料金
１日㈷ 休館日 － －

11 日㈷
ちんどんワークショップ
・ちんどんショー　
・映画「Tchindon　ちんどん」上映

日中 有料

13 日㈬ 休館日 － －

17 日㈰
文化庁「地域文化芸術振興プラン関連事業」
KMA バレエスクール初公演
バレリーナたちが、八千代座を舞う

午後 有料

23 日㈯ 劇団　龍
ロン

（下町かぶき組）九州公演
第一部　お芝居・第二部　ショー

日中
有料

24 日㈰ 日中

27 日㈬ 消防訓練 午前 関係者

29 日㈮ 　第９回山鹿小学校八千代座公演
～山鹿の 100 年・八千代座の 100 年～ 午前 無料

31 日㈰
平成 21 年度文化庁優秀映画鑑賞推進事業
　「裸の島」・「東京オリンピック」・
　「煙突の見える場所」・「お早よう」

日中 有料

⃞▶山鹿市生涯学習講座　絵画作品展
　山鹿市生涯学習講座絵画作品展です。四季の風景、静物画
などの近作を約 20 点展示します。
　期間▷１月５日㈫～ 16 日㈯まで
⃞▶山鹿市三岳絵画クラブ水彩画展
　風景、静物を水彩で描く
　期間▷１月 18 日㈪～ 30 日㈯まで
　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）

⃞▶第６回孔版画による手作り賀状展
　同好の諸氏からの年賀状を多数展示
　期間▷１月 25 日㈪～２月 12 日㈮

三玉郵便局内ロビー　　　時間▷開局時間内　
※問い合わせは酒井憲へ☎０５０‐３３３７‐１１２６

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 ～ 21：00（日曜日定休）

　

日
本
の
伝
統
「
書
き
初
め
」。
年
の

始
め
に
、
筆
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
筆
を
に
ぎ
る
子
ど
も
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。。
書
い
た
後

は
、
み
ん
な
で
ぜ
ん

ざ
い
を
食
べ
ま
す
。

　

当
日
参
加
で
き
ま

す
。
お
友
達
を
誘
っ

て
来
ま
せ
ん
か
。

対
象
▽
山
鹿
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も

　
　
　
（
た
だ
し
、
幼
児
・
小
学
校
低

　
　
　

学
年
は
、
保
護
者
同
伴
）

期
日
▽
１
月
10
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
半
～
午
後
零
時
半

場
所
▽
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

　
　
（
山
鹿
市
中
央
公
民
館
と
な
り
）

参
加
費
▽
100
円

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

☎
�
44
‐
６
３
７
５

「
や
ま
が
書
き
初
め
大
会
」

問
合
せ

＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

１
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
10 日㈰ 山鹿中央病院 / 幸村医院 岩下薬局
11 日㈷ 横手医院 / 中川医院 岩下薬局
17 日㈰ 藤原クリニック / さがわ医院 まつ薬局
24 日㈰ 大橋通クリニック / きくか松岡クリニック 江上薬局大橋通店 / 岩下薬局
31 日㈰ 桑木内科 / 大山産婦人科医院 まつ薬局 / 岩下薬局

日
時
▽
１
月
12
日
㈫
午
後
７
時
～

場
所
▽
法
事
の
館　

夢
想
庵

テ
ー
マ
▽
押
し
花
で
絵
手
紙
を

　
　
　
　

押
花
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

礼
子
さ
ん

　
　
　
　
（
作
品
展
示
も
あ
り
ま
す
）

　
　

※
先
着
20
人
で
す
。
お
早
め
に
！

会
費
▽
500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館　

夢
想
庵

　

☎
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

　

催　

し

第 1 2 回 　 山 鹿 市 防 災 の つ ど い

　日本各地で、豪雨・台風・地震などの
自然災害により、多くの人がその被害に
遭われています。災害の恐ろしさを教訓
とし、防災の必要性を呼びかけるため「第
12 回山鹿市防災のつどい」を開催します。
　昼には、炊き出し食を振る舞いますの
で、お誘い合わせのうえお越しください。

★★

日時▽１月 17 日㈰　10：00 ～ 12：30
会場▽山鹿中学校グラウンド
内容▽災害時の炊き出し、救急法心肺蘇生
　　　法指導、起震車による地震体験、救
　　　急車等の展示

…山鹿市社会福祉協議会
　　　　　☎４８‐４６６６
問合せ
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【山健福】　　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習・健康セ
　　　　　　  ンター ひだまり

【ひまわり館】菊鹿健康福祉センター
　　　　　　  ひまわり館

【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北老福】　鹿北老人福祉センター

健康カレンダー
場所の省略表記

Vol. ９

　メタボリックシンドロームと聞けば皆さんはもうご
存知のことと思いますが、簡単に言うと「おなか周り
の内臓に脂肪が蓄積した内臓脂肪型肥満に加えて、高
血糖、高血圧、脂質異常のうちいずれか２つ以上を併
せ持った状態」です。内臓脂肪が過剰にたまっていると、
糖尿病や高血圧症、高脂血症といった生活習慣病を併
発しやすくなります。
　では予防・対策についてですが、運動・食事・休養・
禁煙・節酒が重要になってきます。ここでは運動につ
いて話をします。
　体にたまった脂肪を燃焼させるのに有効な運動は有
酸素運動です。有酸素運動はまず筋肉に蓄えたグリコー
ゲンを使い、運動開始後 20 分位から血中の脂質、遊離
脂肪酸を使います。したがって、有酸素運動を 30 分以

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム
の 予 防 ・ 対 策

山鹿市立病院
リハビリテーション科
専門員　

四方田　清晴

上行うことで、効果的に内臓脂肪を減らすことができる
のです。一番手軽で効果的な有酸素運動は「歩くこと（速
歩）」です。そこで日常生活の中で歩く機会を作るように
してください。まずは 1 日 30 分を目標に歩くことから始
めましょう。一度に 30 分続けるのが無理なら、何回かに
分けてもかまいません。歩くことを習慣づけることが大
切です。通勤や買い物のときを利用して歩く機会をつく
りましょう。慣れてきたら 1 日に 1 万歩を目標にして息
がはずむ程度のスピードで歩くようにレベルを上げてく
ださい。この息がはずむ程度の運動が安全で、健康づく
りに最適です。運動の前後には準備・整理運動をする習
慣もつけてください。最後に、運動を始めるにあたり、
持病のある人はかかりつけの医師に相談することをお勧
めします。

１
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
育児相談　9:30 ～
11:00  【ひまわり館】

母子健康手帳交付
13:30 ～ 16:00 受付

             　【山健福】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
20 年５月生 ) 13:30 ～
14:00 受付 【山健福】

育児相談　9:30 ～
11:00 　【ひだまり】
母子健康手帳交付
13:30 ～ 15:00 受付

     　　【ひだまり】
10 11 12 13 14 15 16

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
21 年５月・９月生 ) 
13:30 ～ 14:00 受付

　　【ひだまり】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除く )・鹿北・鹿央、
18 年９月生 )13:30 ～
14:00 受付 【山健福】

17 18 19 20 21 22 23
母子健康手帳交付
13:30 ～ 16:00 受付

             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿 北・ 鹿 央、21 年 ９
月 生 ) 13:30 ～ 14:00
受付　　  　【山健福】

24 25 26 27 28 29 30
育児相談　9:30 ～

11:00  【鹿央研セ】
母子健康手帳交付
13:30 ～ 16:00 受付

             　【山健福】

７・８か月児健診
山鹿 ( 三玉を除く )・鹿
北・鹿央、21 年５月生 ) 
13:30 ～ 14:00 受付

　【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・

鹿本、20 年５月生 ) 
13:30 ～ 14:00 受付

　【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・

鹿本、18 年９月生 ) 
13:30 ～ 14:00 受付　

　【ひだまり】

成人の日

♣応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
　氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
　またはご持参ください。

♡ぼくからのメッセージ
菊鹿・鹿央のじいじ、ばあば、
ひいばばこれからもいっぱい
遊んでね。
大すきだよ♥

古家　大
た い し

嗣ちゃん
（H20.10.27 生れ）

下高橋（鹿本）

♡パパ・ママからのメッセージ
目指せ！
空手日本チャンピオン !!

緒方　梨
り こ

心ちゃん
（H20. ５.27 生れ）

熊入町（山鹿）

功能　朱
あ か り

莉ちゃん
（H19. ６.17 生れ）

中（山鹿）

♡わたしからのメッセージ
じいちゃん、ばあちゃん、
中村のばあちゃん、いつも
ありがとう。

お問い合わせは、健康増進課（保健師）
まで（健康福祉センター内）　　
☎４３‐００５０

まずは予防！！
１　手 洗 い と う が い を 日 常 的 に 行 い ま
　　しょう。
２　咳、くしゃみがあるときはマスクをす
　　るなど『咳エチケット』を守りましょう。
３　十分な休養・睡眠・栄養をとり体調管
　　理をしましょう。
新型インフルエンザワクチンの予防接種について
　現在、医療機関において優先順位に基づき実施されて
います。詳しくは、各ご家庭にチラシを配布しています
のでご確認ください。
　なお、市では優先接種対象者の人へ費用助成を行って
います。詳しくは 11 月下旬に各ご家庭へチラシを配布し
ています。市のホームページにも掲載してますのでご覧
ください。ご不明な点は、健康増進課へお尋ねください。

赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報

赤ちゃん大募集！赤ちゃん大募集！

山 鹿 市 特 定 健 診 後 の 保 健 指 導 に つ い て
〜 山 鹿 市 国 保 の 人 へ 〜

　医療機関で特定健診を受診した人の健診結果は、実施
医療機関からお知らせがあります。その結果、保健指導
が必要と判断された人については、後日、市の保健師・
管理栄養士等が訪問し、健康づくりの支援をしています。
※ただし、結果処理の都合により、訪問時期が遅くなる
　こともありますので、ご了承下さい。また、もっと詳
　しく結果の意味を知りたい人や、支
　援をご希望の人へも訪問しますので、
　健康増進課へお気軽にご連絡くださ
　い。

献血に ご 協 力 く だ さ い

　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用の血液不足がお
きやすい季節です。このため 1 月～ 2 月の 2 ヵ月間、成
人式を迎える「はたち」の若者を中心とした、多くの市
民の皆さまに献血の呼びかけを行っています。
　あなたの温かい気持ちをお分けください。
場所と日時▷
① MrMax 山鹿店　
　１月 12 日㈫   ９：30 ～ 11：30　12：30 ～ 16：00
②山鹿警察署　
　１月 29 日㈮　9：30 ～ 12：00
③山鹿市立病院
　１月 29 日㈮　13：30 ～ 15：30

31

　 　 流 行 し て い ま す ！ 　 　
インフルエンザの予防に努めましょう

24 時間電話を通して、健康をお届けします。
　電話番号▷☎０９６‐３８５‐３３００

モシモシ健 康 情 報

１月の週間プログラム
月 加齢黄斑変性症とは
火 熊本の高齢者の孤独死の実態
水 こむらがえり（からすまがり）
木 神経をとった歯が、なぜ痛むのでしょうか
金 くも膜下出血
土/日 熊本の救急医療について
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11月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　井手　定利さん♥山口　麻美さん
　　　　　永沼　竜一さん♥森　友里香さん
　　　　　牛島　雅春さん♥橋本由欣代さん
　　　　　德永　光昭さん♥中山　裕美さん
　　　　　宮下　圭司さん♥味冨　宏美さん
　　　　　藤森　法明さん♥中野　郁子さん
　　　　　船津　良太さん♥藤本　聖美さん
　　　　　中村聡一郎さん♥樹本　麻未さん
　　　　　杉谷　洋平さん♥北野ゆかりさん
　　　　　松尾　大輔さん♥渕上　　望さん
　　　　　栗生　　啓さん♥古家　志津さん
　平小城　柴田　大輔さん♥黒田　美里さん
　三　岳　永田　晴彦さん♥西田　知絵さん
　三　玉　木庭　恵一さん♥泉田ひとみさん
　　　　　井出　貴道さん♥橘　　珠枝さん
　大　道　新名　正照さん♥中村　和代さん
　　　　　中野由香里さん♥中野　宏彰さん
　　　　　木村　城治さん♥岩﨑　　恵さん
菊　鹿
　内　田　河津　隆将さん♥丸山愛里沙さん
　　　　　家入　隆一さん♥中山美代子さん
　六　郷　金光　雄二さん♥吉里　直美さん
鹿　本
　来　民　中室　水城さん♥河上ゆかりさん
　中　富　佐藤　克彦さん♥宮本奈津子さん
　　　　　隈部　誠彦さん♥林田　和恵さん
鹿　央
　千　田　野内　慈万さん♥竹原梨丹嘉さん
　　　　　坂田　　健さん♥古家　　光さん
　米野岳　石原　和文さん♥田上美代子さん

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　三森　陸

り く や

矢さん　星子　　雅
みやび

さん
　　　　　眞田　　旬

しゅん

さん　高木　そらさん
　　　　　西田　朱

あ か り

里さん　米田　柊
しゅうた

太さん
　米　田　永野由

ゆ う な

羽菜さん　柴田　楓
ふ う か

佳さん
　八　幡　鹿子木　絃

いと

さん
　三　岳　池田　愛

あ ゆ

優さん
　三　玉　本村　龍

りゅうき

鏡さん　古田ひなたさん
　　　　　大塚　敬

け い ご

護さん
　大　道　中村　優

ゆ う と

斗さん　吉岡　蒼
あ お い

依さん
　　　　　稲垣　奏

ら ら

風さん　古川　貴
き え

惠さん
鹿　北
　岳　間　川西　流

る い

衣さん　北原　　咲
さき

さん
　岩　野　野中　結

ゆ め

芽さん
菊　鹿
　六　郷　浅香龍

りゅうのしん

ノ心さん
　城　北　村上　緋

ひ さ な

真さん　鈴木　軍
ぐ ん ま

馬さん

鹿　本
　来　民　宇治野　光

ひかる

さん　木下　　宙
そら

さん
　　　　　髙木　　仁

じん

さん　田代　大
だ い ち

地さん
　　　　　平原　佑

ゆ う ま

真さん
鹿　央
　千　田　山内　一

か ず ま

真さん

◆ おくやみ ◆
山　鹿
　山　鹿　貝野　信夫さん (86)　松井日出男さん (75)
　　　　　岳　マチヨさん (92)　迎田ミチオさん (93)
　　　　　宮﨑　幹秀さん (73)　石井　豊女さん (91)
　米　田　江藤マサエさん (94)　倉原　隆一さん (62)
　　　　　伊東　博行さん (86)　田代　　勵さん (66)
　　　　　西田　秀行さん (61)
　川　辺　古川　清人さん (88)　猿渡　英一さん (81)
　　　　　德永　孝行さん (80)　坂本　圭助さん (81)
　　　　　林田利一郎さん (96)
　八　幡　倉原　　直さん (75)　戸上　　敦さん (86)
　平小城　藤本美津子さん (73)　永田　廣秋さん (70)
　　　　　石川　壽男さん (85)　松尾　民次さん (88)
　大　道　上野　親章さん (93)　金倉　俊昭さん (82)
　　　　　齊木　出雲さん (79)
鹿　北
　岳　間　鬼塚　新治さん (61)　黒田　フヨさん (89)
　　　　　田中　左内さん (90)
　岩　野　西牟田イツエさん(88)
　広　見　川崎　廣明さん (85)
菊　鹿
　内　田　栗原チサエさん (84)　栗原　文子さん (87)
　　　　　児玉　民雄さん (89)
　城　北　芹川　光嘉さん (58)　井上チトエさん (86)
　　　　　坂本シエコさん (91)
鹿　本
　来　民　古川ヤスヨさん (72)　川俣　夘平さん (88)
　　　　　田中　　晃さん (83)　森一ヤエ子さん (93)
　　　　　木庭　文子さん (89)　宮本アイコさん (87)
　　　　　田中チカ子さん (79)　井上いづみさん (54)
　稲　田　後藤　末男さん (94)
　中　富　嶋田　一了さん (94)　福田チトエさん (92)
　　　　　八浪　満子さん (86)　森本　昭俊さん (74)
鹿　央
　千　田　川口　敦子さん (75)　佐野木典美さん (81)
　　　　　城　ミテルさん (81)　
　米野岳　角田　保夫さん (86)　⻆田モリ子さん (91)
　山　内　森　ミツ子さん (83)　町田タマ子さん (89)
　　　　　竹下　憲正さん (81)  
※ 11 月中の届出受付分を掲載しています

◆市◇民◆文◇芸◆
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帯
田　
　

剛

鹿
本
俳
句
教
室　

 

十
一
月
例
会

利
光
釈
朗
選　
　

狛
犬
の
阿
吽
の
呼
吸
神
の
留
守　

　
　
　

渡
辺　

津
代

来
年
も
生
き
る
積
も
り
の
種
を
採
る

福
島　

幸
代

連
山
を
遥
か
に
仰
ぎ
後
の
月

戒
田
喜
久
子

山
鹿
俳
句
会　

十
一
月
例
会

岩
岡
中
正
選

流
れ
ゆ
く
雲
間
を
月
の
ゆ
く
ご
と
し　
　
　

大
林　

信
子

父
ら
し
く
授
業
参
観
菊
日
和

園
田　

紀
子

淋
し
く
て
音
た
て
て
降
る
木
の
実
か
な

有
働　

博
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会　

夢
な
る
や
卒
寿
越
え
た
る
初
日
の
出

河
津　

山
水

雲
低
く
戦と
も友
の
悲
報
や
時
雨
か
な　古

家
ま
さ
る

銀
輪
の
固
ま
っ
て
来
し
紅
葉
坂

児
玉
て
る
美

【
肥
後
狂
句
】

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
月
例
会

互
選
句　

政
権
交
代　

見
直
し
さ
る
る
ム
ダ
と
ダ
ム　

　

古
川
ひ
ろ
み

政
権
交
代　

我
が
家
の
総
理
媽
が
す
る

伊
藤　
　
元

運
の
良
さ　

神
の
手
医
師
に
巡
り
会
う

荒
平　
　

峠

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
一
月
例
会

宮
本
て
つ
哉
選

せ
か
ら
し
か　

婆
と
二
人
が
い
っ
ち
良
ぇ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田　

土
常

う
そ
寒
さ　

随
兵
寒
合
来
た
ご
た
る

  

牧
野　

晨
月

親
ゆ
ず
り　

左
ぎ
っ
ち
ょ
の
鍬
使
い　

古
庄　

敬
子

う
そ
寒
さ　

頬
か
む
り
し
て
が
ま
だ
さ
す

渡
辺　

典
由

今
度
ど
ま　

頭
は
縦
に
振
っ
て
呉
れ　

中
川　
　

幸

松
尾
精
郎
選

せ
か
ら
し
か　

明
日
は
テ
ス
ト
よ
お
母
さ
ん

落
合　

万
吉

う
そ
寒
さ　

北
朝
鮮
な
闇
の
中

田
代　

楽
城

せ
か
ら
し
か　

何
ん
の
か
ん
の
て
金
せ
び
る

木
村　

圭
吾

言
わ
ん
と
損　

徹
底
的
イ
平
和
主
義

有
働　

知
遊

ま
さ
か　

ベ
ラ
ン
ダ
で
大
麻
植
え
と
る　

松
井　

爆
笑

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
福祉行政のために
矢谷侑子事務所　　さん　　　金　53,322 円
カラオケ和ちゃん　さん　　　金　52,729 円

（有）三栄商会　代表取締役　水足秀一郎  さん
　　　車イス　10 台
　　　アルコール噴霧スタンド　１台



広報やまが　2010.1.1　32

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp
エコマーク認定の再生紙を使用しています

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
　による漢字を使用しています（広聴広報係）

■編集発行
〒８６１‐０５９２
　熊本県山鹿市役所
　総務部秘書課
　広聴広報係
　☎ 0968‐43‐1112
　� 0968‐44‐0373
　（毎月１日発行）

■人口と世帯
人口 57,689 （ － 43 ）
　男 27,215 （ － 20 ）
　女 30,474 （ － 23 ）
世帯数 21,069 （ － 1 ）
11 月末現在（前月末比）

　

編
集
後
記

◆
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
取
材
や
情
報
提
供
な
ど
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
身
近

な
話
題
や
情
報
な
ど
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

才) 

♥
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
も
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
の
ご
協
力
に

よ
り
、
広
報
紙
作
り
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
紙
面
作
り
を
目
指
し
頑
張

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
ご
支
援
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。(

か) 

♠
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
読
み

や
す
い
広
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

(

卓)

八
千
代
座
の
『
鏡
開
き
』

日
時
▽
１
月
11
日
㈷

　
　
　

午
前
11
時
か
ら
正
午

場
所
▽
八
千
代
座
前
広
場

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
鏡
開
き
を
行
い

ま
す
。
今
年
も
東
通
町
親
和
会
の
ご
協

力
に
よ
り
、
お
い
し
い
あ
ん
こ
を
使
用

し
た
ぜ
ん
ざ
い
を
振
る
舞
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
、
ち
ん
ど
ん
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
有
料
）
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

１
部
：
ち
ん
ど
ん
シ
ョ
ー

　

２
部
：
映
画
「
Ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ

　
　
　
　
　
　
　

ち
ん
ど
ん
」
上
映

　

開
演
▽
午
後
２
時

　
江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
日
本
の
伝
統

的
宣
伝
広
告
業
・
ち
ん
ど
ん
屋
。
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
ち
ん
ど

ん
屋
の
世
界
を
描
く
フ
ラ
ン
ス
語
の
映

画
（
日
本
語
字
幕
）。

　
映
画
に
出
演
し
た
ち
ん
ど
ん
屋
の

シ
ョ
ー
も
上
映
前
に
あ
り
ま
す
。

　
奇
し
く
も
当
日
は
99
回
目
の
八
千
代

座
開
業
記
念
日
。
当
時
の
雰
囲
気
を
味

わ
え
る
よ
う
、
豊
前
街
道
周
辺
で
ち
ん

ど
ん
が
練
り
歩
き
ま
す
。

　
　

八
千
代
座
100
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　

会
長　

中
嶋　

憲
正

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
八
千
代
座
の
建
設
か
ら
百
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ご
周
知
の
と
お
り
、
本
年
か
ら
開
業
百
年

を
迎
え
る
来
年
に
か
け
て
、
八
千
代
座
100
周
年
記
念
事
業
を
官

民
一
体
と
な
る
実
行
委
員
会
を
軸
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
記
念
事
業
は
「
こ
れ
ま
で
の
百
年
、
こ
れ
か
ら
の
百
年
」

を
基
本
方
針
と
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
の

百
年
」
と
は
、
八
千
代
座
の
歴
史
を
通
し
て
、
郷
土
山
鹿
市
の

百
年
を
振
り
返
り
、
先
人
の
思
い
や
知
恵
に
触
れ
、
先
人
た
ち

が
作
り
上
げ
、
残
し
て
く
れ
た
有
形
無
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
財
産

を
も
う
一
度
見
直
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
も
う
ひ
と

つ
の
「
こ
れ
か
ら
の
百
年
」
と
は
、
そ
う
し
た
先
人
の
思
い
や

財
産
を
基
礎
に
、
豊
か
な
郷
土
の
た
め
に
次
の
世
代
へ
伝
え
る

べ
き
も
の
は
何
か
を
探
ろ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
残
念
な
が
ら

我
々
は
先
人
た
ち
に
直
接
恩
返
し
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
ら
ば
、
い
た
だ
い
た
恩
に
見
合
う
も
の
を
次
の
世
代
へ

と
残
し
て
い
く
「
恩
送
り
」
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
た
め
に
は
新
し
く
創
造
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

平
成
23
年
に
は
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
通
い
た
し
ま
す
。
変

わ
り
行
く
時
代
の
中
で
、
多
方
面
の
皆
さ
ま
が
連
携
を
図
り
な

が
ら
地
域
文
化
を
創
造
し
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
こ
れ
か
ら

の
百
年
に
と
っ
て
有
益
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
随
時
お
伝
え
し
て
ま

い
り
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

環境保護印刷製品
「水なし印刷」認証番号S33


